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山鹿市情報メールサービス
　市役所からのお知らせや観光イベント情報を、携帯電
話やパソコンに電子メールで配信中です。携帯電話やパソ
コンから ymg-c@ansin-anzen.jp へ空メールを送ってくだ
さい。会員登録案内メールが届きますので、
案内にしたがって登録してください。

問情報企画課　☎ 43 ‐ 7557

目次
3 「山鹿灯籠」

国指定伝統的工芸品を目指して
4 市長・議長就任あいさつ

山鹿市議会議員名簿
6 特集　閉校

ありがとう　そして　さようなら
16 街角ぐるっとナビ
18 みんなの広場

出会いの輪 /今月の街角ギャラリー
20 市民文芸
21 新着図書ピックアップ

『やまが肝いりどん』通信
空き家バンクに登録しませんか

22 わくわくネット
山鹿若葉保育園・内田保育園
米田小学校・米野岳中学校

24 みんなの健康手帳
山鹿市民医療センター通信 vol.48

26 マイバッグ利用推進の取り組みが始まりました
27 環境だより

ファイヤーマン vol.233
28 ふるさと歴史探訪　連載第 90回

消費生活相談
29 人の動き
30 案内板
37 オムロンハンドボール部

休日当番医・当番薬局
38 山鹿市地域包括支援センターだより
40 すくすく倶楽部

山鹿ブランド

４
月
の
広
報

　私は、小さな子どもと遊ぶのが好きだか
ら、保育士になって子どもといっぱい遊びた
いです。

平木　祐
ゆ い

依さん
八幡小学校４年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

山鹿幼稚園さくら湯入浴体験

　３月13日に山鹿幼稚園の年中児が、さくら湯入
浴体験を行い、温泉に入る前には体を洗って入るな
どのマナーを、先生や保護者に教わりながら、入り
ました。
　初めてさくら湯に入る園児もいて、園児たちは「少
し熱い。ほっぺたがツルツルになった。みんなで入
ると楽しい。今度は家族で入りに来る」とかわいい
笑顔を見せました。

今月の表紙
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「
山
鹿
灯
籠
」

　
国
指
定
伝
統
的
工
芸
品
を
目
指
し
て

　

山
鹿
灯
籠
の
国
指
定
は
、
約
40
年

前
に
一
度
挑
戦
し
ま
し
た
が
当
時
は

指
定
要
件
に
合
致
せ
ず
断
念
し
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
。

　

山
鹿
灯
籠
が
国
の
伝
統
工
芸
品
に

指
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
灯
籠

師
に
と
っ
て
長
年
の
悲
願
で
す
。

　

今
回
、
灯
籠
師
全
員
の
意
志
が
一

致
し
、
環
境
整
備
が
で
き
た
た
め
、

指
定
申
請
の
機
も
熟
し
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

指
定
を
受
け
て
目
指
す
の
は
、
山

鹿
灯
籠
を
全
国
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確

立
す
る
こ
と
で
す
。
指
定
を
受
け
れ

ば
制
作
に
携
わ
る
私
た
ち
に
と
っ
て

や
り
が
い
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
若
い
後
継
者
も
育
っ
て
き
て

い
て
、
励
み
に
も
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
山
鹿
市
の
こ
と
を
全
国
に

発
信
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

国
指
定
後
は
、
灯
籠
の
伝
統
を
守

り
な
が
ら
後
継
者
を
育
成
し
、
若
い

者
の
手
で
、
新
た
な
和
紙
工
芸
品
の

制
作
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い

で
す
。

　

第
12
代
景け

い
こ
う行
天て

ん
の
う皇
の
筑
紫
路

（
福
岡
）
巡
幸
の
と
き
、
山
鹿
で

一
面
の
霧
が
進
路
を
は
ば
ん
だ
た

め
、
里
人
は
た
い
ま
つ
を
か
か
げ

て
一
行
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
後

こ
れ
を
記
念
し
て
、
た
い
ま
つ
を

行あ
ん
ざ
い
し
ょ

在
所
跡
（
現
在
の
大
宮
神
社
）

に
献
ず
る
火
祭
り
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
応
永
年
間

（
１
３
９
４
～
１
４
２
８
）
に
は
、

紙
細
工
で
金か

な
ど
う
ろ
う

灯
籠
を
模
し
た
も
の

が
作
ら
れ
、
大
宮
神
社
に
奉
納
さ

れ
る
な
ら
わ
し
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
現
在
の
山
鹿
灯
籠
で
あ

る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

山
鹿
灯
籠
は
、
和
紙
と
糊の

り

だ
け

で
作
ら
れ
る
立
体
的
構
造
の
工
芸

品
で
、
金
灯
籠
の
他
、
寝し

ん
で
ん殿
造づ

く

り
、

座ざ

し

き敷
造づ

く

り
な
ど
が
あ
り
、
有
名
な

建
物
を
模
し
た
作
品
も
作
ら
れ
ま

す
。
細
か
い
部
分
ま
で
す
べ
て
中

は
空
洞
に
な
っ
て
い
て
、
実
在
感

を
出
す
た
め
に
独
特
の
ス
ケ
ー
ル

で
縮
小
し
て
い
ま
す
。

山
　
鹿
　
灯
　
籠

国指定伝統的工芸品
　伝統的工芸品の国指定とは、伝統的技術又
は技法が、100 年以上の歴史を有し、一定地
域で産地が形成（10 社、又は30 人以上の従
事者）されているもののなかから法令要件を満
たすものについて、国が指定する制度です。
　全国では、京焼・有田焼や輪島塗などの200
を超える工芸品が指定されています。熊本県で
は平成15 年３月に小代焼・天草陶磁器・肥
後象がんの３件が指定を受けました。
　指定を受けると、後継者の育成、原材料の確
保などに国からの補助を受け、産地全体で伝
統工芸品産業の振興を図ることができます。

山
鹿
灯
籠
を
全
国
ブ
ラ
ン
ド
に

山
鹿
灯
籠
振
興
会
会
長　

德
永
正
弘

　

山
鹿
灯
籠
を
制
作
す
る
灯
籠
師
た
ち
の
「
匠
の
技
」を
全
国

に
発
信
し
て
産
業
化
を
図
ろ
う
と
、平
成
24
年
12
月
に
灯
籠

師
を
中
心
と
し
て
山
鹿
灯
籠
振
興
会
（
会
員
32
人
）を
設
立
し

ま
し
た
。現
在
、山
鹿
灯
籠
の
国
の
伝
統
的
工
芸
品
指
定
を
目

指
し
、指
定
申
請
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　

伝
統
的
工
芸
品
国
指
定
申
請
の

準
備
の
た
め
、
山
鹿
灯
籠
の
歴
史
性

を
証
明
す
る
資
料
が
必
要
で
す
。
明

治
時
代
以
前
に
山
鹿
灯
籠
を
造
っ
た

り
、
買
っ
た
り
贈
っ
た
り
さ
れ
た
と

き
の
記
録
、
灯
籠
造
り
の
昔
の
道
具

類
、
灯
籠
を
造
っ
て
い
た
方
の
情
報

を
探
し
て
い
ま
す
。

　

ご
存
知
の
方
は
、
商
工
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問商工課　43− 1413
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い
、
本
市
の
将
来
都
市
像
「
ま
ほ
ろ

ば
創
生
・
人
輝
く 
温
も
り
の
都ま

ち市

や
ま
が
」
の
実
現
に
向
け
た
基
盤
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
、
引
き
続

き
計
画
し
て
い
る
必
要
な
社
会
資
本

の
整
備
を
確
実
に
実
行
す
る
と
と
も

に
、
地
域
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、

山
鹿
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
市
民

の
皆
様
の
暮
ら
し
や
産
業
に
直
結
し

た
実
効
性
あ
る
取
り
組
み
を
更
に
充

実
・
強
化
し
、
そ
の
成
果
を
着
実
に

積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
本
市
の
最
も
重
要
な
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
に
真し

ん
し摯

に
向
き
合

い
、
次
の
３
つ
の
柱
を
基
本
に
市
政

運
営
に
あ
た
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、「
人
を
つ
く
る
・
人
を

育
て
る
」
こ
と
で
す
。
本
市
の
歴
史
・

文
化
・
資
源
を
築
い
た
先
人
に
学
び
、

そ
の
良
さ
に
誇
り
を
持
ち
、
住
み
続

け
て
も
ら
え
る
心
豊
か
な
人
づ
く
り

を
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
と
一

体
的
に
進
め
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、「
経
済
を
つ
く
る
・
活

性
化
す
る
」
こ
と
で
す
。
特
に
農
業
・

商
業
・
観
光
の
連
携
、
中
心
市
街

地
と
周
辺
地
域
の
連
携
の
も
と
、
福

岡
な
ど
の
都
市
圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
産
業
の
活
性
化
を
進
め
る
こ
と

で
、
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
ま

す
。

　
３
つ
目
は
、「
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
・
定
住
促
進
を
図
る
」
こ

と
で
す
。
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
、
長
く
住
み
続
け
て
も
ら
え

る
「
選
ば
れ
る
自
治
体
」
を
目
指
し
、

子
育
て
・
教
育
・
雇
用
・
居
住
環
境

の
充
実
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営

と
個
々
の
職
員
の
能
力
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

　

私
は
、
本
市
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
や
懸
案
事
項
に
対
し
、
真

正
面
か
ら
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
様

の
声
を
市
政
に
生
か
す
と
い
う
原
点

に
立
ち
返
り
、「
山
鹿
に
住
ん
で
本
当

に
良
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
よ
う

な
生
活
圏
の
形
成
を
目
指
し
、
全
身

全
霊
を
か
け
て
市
政
運
営
に
あ
た
る

決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

市
議
会
議
員
20
人
が
決
ま
る

　

任
期
満
了
に
伴
う
山
鹿
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
２
月
３
日
に
行
わ

れ
、即
日
開
票
の
結
果
、現
職
18
人
、新
人
２
人
の
20
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

議
員
20
人
を
、
議
席
順
に
紹
介
し
ま
す
。

さらなる市民の
幸
し あ わ せ

福を願って

山鹿市長

中嶋　憲正
Nakashima  Kensei

　

こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
様
の
温
か

い
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
、

市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
８
年
間
、
市
民
の
融

和
と
市
全
域
の
一
体
的
な
発
展
を
願
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平
素
か
ら
、
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
に
と
り
ま
し
て
、
初
議
会
で
議

員
各
位
か
ら
、
第
３
代
山
鹿
市
議
会

議
長
に
ご
推
挙
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
は
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同

時
に
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感

し
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ

く
議
決
機
関
と
し
て
、
果
た
す
べ
き

使
命
を
十
分
に
認
識
し
、
本
市
の
更

な
る
飛
躍
の
た
め
誠
心
誠
意
取
り
組

む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
地
域
主
権
改
革
が
叫
ば
れ

て
久
し
く
な
り
ま
す
が
、
地
方
を
取

り
巻
く
環
境
は
依
然
厳
し
い
も
の
が

ご
ざ
い
ま
す
。
本
市
も
近
隣
自
治
体

と
同
様
に
出
生
率
の
低
下
に
加
え
、

転
出
者
が
転
入
者
を
上
回
る
な
ど
人

口
流
失
に
歯
止
め
が
き
か
ず
、
今
後

ま
す
ま
す
高
齢
化
、
過
疎
化
が
進
む

中
で
、
福
祉
施
策
の
充
実
、
中
山
間

地
域
や
商
店
街
の
活
性
化
対
策
、
高

理想をもって
使命を果たす

山鹿市議会議長

藤原　弘
Fujihara  Hiroshi

度
情
報
化
の
促
進
な
ど
取
り
組
む
べ

き
課
題
が
山
積
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
い
う
時
代
に
こ
そ
、

私
は
ふ
る
さ
と
に
対
し
夢
を
も
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
夢
と
は
、
緑
濃
い
山
々

や
せ
せ
ら
ぎ
、
彼
岸
花
に
囲
ま
れ
た

田
園
が
広
が
る
山
野
と
楽
し
そ
う
に

大
勢
の
人
が
集
う
「
ま
ち
」
と
が
協

調
し
合
い
、
健
や
か
に
育
っ
た
子
ど

も
た
ち
の
元
気
な
あ
い
さ
つ
に
家
族

の
ふ
れ
あ
う
姿
が
見
ら
れ
る
ふ
る
さ

と
山
鹿
。
ご
近
所
同
士
で
、
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
す
べ
て
の
人

が
つ
な
が
っ
て
助
け
合
え
る
ふ
る
さ
と

山
鹿
。
そ
ん
な
山
鹿
を
つ
く
る
の
が

私
の
夢
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
夢
を
実
現
で
き
る
よ
う
な
環
境
を

整
え
て
い
く
の
が
、
私
た
ち
市
議
会

に
与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

今
期
か
ら
議
員
定
数
が
大
幅
に
減

員
さ
れ
20
人
と
な
り
ま
し
た
。
市
議

会
と
し
て
は
、
従
前
の
慣
例
に
と
ら

わ
れ
過
ぎ
る
議
会
運
営
で
は
な
く
、

議
員
相
互
が
新
た
な
発
想
の
も
と
に

創
意
工
夫
と
努
力
を
積
み
重
ね
、
執

行
機
関
と
の
真
摯
な
議
論
に
よ
り
有

効
な
政
策
を
推
進
し
、
ふ
る
さ
と
山

鹿
の一
層
の
発
展
の
た
め
に
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
の
議
会
活
動
に
お
き
ま
し
て

も
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
し
て
、
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

山鹿市議会議員名簿　　議長　藤原　弘　　　副議長　吉本　政幸
議席番号 氏　　名 住　　所 常任委員会・役職等
1 服部　香代 山鹿　（山鹿） 福祉厚生委員
2 冨田　弘海 池永　（菊鹿） 総務文教委員
3 永田　　健 多久　（鹿北） 建設経済委員長、議会運営委員
4 稲葉　　昇 芋生　（鹿北） 建設経済委員
5 冨丸洋一郎 下分田（鹿本） 福祉厚生委員長、議会運営委員
6 藤本　峰秀 山鹿　（山鹿） 建設経済委員
7 北原　昭三 平山　（山鹿） 総務文教副委員長
8 芹川　正美 庄　　（鹿本） 建設経済副委員長
9 藤原　　豊 上内田（菊鹿） 福祉厚生副委員長、議会運営委員長
10 平井　邦廣 木野　（菊鹿） 福祉厚生委員
11 吉本　政幸 千田　（鹿央） 総務文教委員
12 池田　誠一 杉　　（山鹿） 福祉厚生委員
13 堀　　茂幸 久原　（山鹿） 福祉厚生委員
14 永田　紘二 方保田（山鹿） 建設経済委員
15 横手　啓介 山鹿　（山鹿） 建設経済委員、議会運営副委員長
16 藤原　　弘 小原　（山鹿）
17 太田黒鐵郎 岩野　（鹿北） 総務文教委員、議会運営委員
18 丸山　寛治 下内田（菊鹿） 総務文教委員
19 寺崎　勇児 山鹿　（山鹿） 総務文教委員長、議会運営委員
20 丸山　康昭 合里　（鹿央） 総務文教委員

■市議会とは
　�　市議会は、市民から選ばれた議員で

構成され、市の予算や条例などの重要
な事項を審議し、決定する機関（議決
機関）です。これに対し、市長は「行政」
として市政を実際に行います（執行機
関）。

　 　議会と行政は、お互いに独立した立
場で考えを出し合いながら、住民生活
の向上に努めています。
■常任委員会とは
　 　山鹿市議会では、総務文教・福祉

厚生・建設経済の３つの常任委員会を
設置しています。

　 　これらの委員会は、議会の内部組織
として、その部門に属する事務事業等に
関し調査を行い、議会に提案された議
案、請願等を専門的・能率的に審査す
るために設置されています。
■議会運営委員会とは
　 　議会が円滑に運営できるよう、会期や

議事日程の決定など議会運営の全般に
ついて協議し、意見調整を図る場として
設置されています。
■問い合わせ先
　　議会事務局　☎４３−１６３４
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あ
り
が
と
う

　
そ
し
て

　
　
さ
よ
う
な
ら

特　

集　

閉　

校

山
鹿
・
川
辺
・
岳
間
・
岩
野
・
広
見
の
５
小
学
校
と
川
辺
幼

稚
園
が
２
０
１
３
年
３
月
惜
し
ま
れ
つ
つ
閉
校
・
閉
園
し
ま

し
た
。

長
い
年
月
で
培
わ
れ
た
素
晴
ら
し
い
歴
史
や
伝
統
は
絶
え
る

こ
と
な
く
新
し
い
学
校
へ
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

４
月
号
で
は
、
川
辺
・
岳
間
・
岩
野
・
広
見
の
４
小
学
校
を

紹
介
し
ま
す
。
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Kawabe

Iwano

Hiromi

Takema
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川辺小学校
成
せいけ い え ん

蹊園での季節を通した活動とふれあい
１００年の歴史に幕を降ろす

　

山
鹿
小
学
校
と
統
合
す
る
川
辺
小

学
校
の
閉
校
式
が
２
月
24
日
、
同
小

の
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
、
船
津
龍
雄
校
長
は
「
夢
と

希
望
を
持
ち
、
前
向
き
に
進
む
児
童

た
ち
を
心
か
ら
応
援
し
ま
す
。
こ
の

あ
と
の
記
念
式
典
で
の
心
を
一
つ
に

し
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
永
く
記
憶

に
留
め
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
地
に
残

す
川
辺
小
教
育
の
証
の
一
つ
で
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

児
童
を
代
表
し
て
田
上
裕
人
君

（
６
年
）
が
「
こ
の
学
校
で
一
番
学

ん
だ
こ
と
は
み
ん
な
で
協
力
し
て
一

人
一
人
が
努
力
す
れ
ば
何
で
も
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

校
歌
を
全
員
で
斉
唱
し
た
後
、
校

旗
が
代
表
児
童
か
ら
船
津
校
長
に
渡

さ
れ
、
校
長
か
ら
中
嶋
市
長
に
返
納

さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
校
式
後
は
、
正
門
近
く
で
創
立

百
周
年
記
念
碑
の
除
幕
式
。百
周
年
・

川辺小学校の沿革
大正 元 鍋田・西牧尋常小学校を合併し、

川辺尋常小学校を設置

2 高等科修業年限２年を併設し、川辺尋常高等小学校と改称
昭和 9 成蹊園開墾

10 校歌制定（現在の校歌）
16 熊本県鹿本郡川辺国民学校と改称
22 川辺村立川辺小学校と改称
29 山鹿市立川辺小学校と改称
42 ＰＴＡ創立２０周年記念行事
43 成蹊園に栗苗植樹（幼稚園下）
43 プ−ル完成
45 校門落成（卒業記念他）

48 学研教育賞受賞（豊かな情操を育てる愛鳥教育）
49 ナイタ−施設設置

52 鉄筋校舎（高学年棟・管理棟・低学年棟）と体育館完成
55 県指定「安全教育研究」発表会
57 市水道が学校水道へつながる

平成 元 給食室改築 , 給食設備

8 国際理解教育実践研究発表（県指定）
10 プ−ル新設
10 緑の少年団結成
11 ジュニア農業体験学習事業指定

14 県立教育センター研究協力校 (教育相談）

17

市町合併（山鹿市、鹿北町、菊鹿
町、鹿本町、鹿央町 )により山鹿
市となり、校名は、そのまま山鹿
市立川辺小学校と称する

20 特別支援学級「くりのみ」設置

20 山鹿市自立支援モデル事業実践発表会
23 三千人太鼓 (熊本城二の丸 )参加

閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会
長
の
坂

本
憲
勇
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

記
念
碑
が
お
披
露
目
さ
れ
る
と
、
出

席
者
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
起
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
記
念
式
典
で
は
、
各
学

年
の
学
習
発
表
会
、
山
鹿
小
学
校
音

楽
部
に
よ
る
合
唱
、
そ
し
て
、
出
席

者
全
員
で
新
旧
川
辺
小
校
歌
を
熱
唱

し
、盛
大
に
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

１

２
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今回、学
校創立百
周年の節
目と閉校が重なり、実行委
員会を立ち上げ、記念碑の
設置、記念式典の実施、記
念誌の発行と事業を進めて
まいりました。これまで、
多くの関係者の方々から物
心両面にわたり、ご支援い
ただき、重ねてお礼と感謝
を申し上げます。子どもた
ちには、川辺小学校で学ん
だことやいろいろな体験を
生かし、統合する小学校で
ものびのびと過ごしてほし
いものです。

船津龍雄さん
校長

ぼくたち
は、この
川辺小学
校でたくさんのことを学び
ました。少ない人数だった
ので大変なこともありまし
たが、今思うと、いろいろ
な体験をすることができて
よかったと思います。「み
んなで協力して、一人一人
が努力すれば、たくさんの
ことができるようになる」
このことを後輩のみんなも
忘れずに、統合する小学校
でもがんばってほしいで
す。川辺小学校、ありがと
う、そして、さようなら。

田上裕人さん
児童代表

私が一番
心に残っ
ているこ
とは、校区の大運動会で前
日の準備から当日の応援、
片付けなどに見る地域との
一体感です。式典当日も、
本当にたくさんの方々がお
いでになり、閉校を惜しん
でいました。小学校が地域
のよりどころになっていた
ことを改めて感じました。
子どもたちにとって、慣れ
親しんだ環境が一変し大変
だと思いますが、川辺っ子
魂を忘れずに頑張ってほし
いものです。

田上佳博さん
PTA会長

川
辺
小
学
校
校
歌

　
　
　

作
詞　

山
口
白
陽

　
　
　

作
曲　

田
中
仙
太

昔
を
し
の
ぶ　

横
穴
や

名
さ
え
ゆ
か
し
き　

一
の
谷

月
に
涅
槃
の　

岩
仰
ぎ

闇
に
荒
瀬
の　

夢
追
う

讃
え
よ
川
辺　

我
が
故
郷

花
に
実
り
に　

成
蹊
の

園
を
上
れ
ば　

遙
々
と

霞
む
大
阿
蘇　

震
岳

呼
べ
ば
応
え
ん　

菊
池
川

讃
え
よ
川
辺　

我
が
母
校

あ
あ
豊
麗
の　

地
に
育
つ

人
に
誇
の
な
か
ら
め
や

教
え
の
ま
ま
に　

身
を
鍛
え

心
を
磨
き　

業
を
練
り

い
よ
よ
川
辺
の
名
を
挙
げ
ん

式典に出
席された
多くの皆
さんの姿に、川辺小学校に
寄せる思いの強さをひしひ
しと感じました。成磎園の
由来である「桃李不言下自
成磎」の願い、「黙ってい
ても仁徳のある人のところ
には、自然と集まってくる」
を忘れずに、川辺の子ども
たちにも、そういう仁徳の
ある人に育ってほしい。こ
れからも「やさしく、かし
こく、たくましく」成長し
ていってほしいものです。

坂本憲勇さん
百周年・閉校記念事業
実行委員会会長

１ 教室に展示された卒業写真を見て、当時を懐かしむ卒業生　２ 全校児童33人と参
加者全員で校歌斉唱　３ 中嶋憲正市長（右）に校旗を返納する船津校長と児童代表　
４ 閉校記念に５、６年生が川辺小への思いを綴った新聞「ゴールイン」　５ 閉校式終了
後行われた創立100 周年記念式典で、全校児童が「百年の響き」を披露　６ 100 周年
と閉校を記念して造られた記念碑。校歌にある山と川、松林の間にある校舎をイメージ

３

６

４

５

特集　閉校
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岳間小学校
茶山唄など特色のある活動を展開
地域との連携で築いた１１６年

　

岳
間
小
学
校
の
閉
校
式
が
２
月
17

日
、
同
小
の
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
校
は
岩
野
小
学
校
、
広
見
小

学
校
と
統
合
し
、
４
月
か
ら
新
設
の

鹿
北
小
学
校
に
な
り
ま
す
。

　

式
で
、
山
田
隆
典
校
長
は
「
児
童

の
み
な
さ
ん
は
、
こ
の
岳
間
小
学
校

で
、
頭
も
心
も
、
そ
し
て
体
も
鍛
え

て
き
ま
し
た
。
少
し
ぐ
ら
い
辛
い
こ

と
が
あ
っ
て
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
す
。
新
し
い
鹿
北
小

学
校
へ
行
っ
て
も
堂
々
と
胸
を
張
っ

て
学
校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

　

児
童
を
代
表
し
て
藤
本
真
史
君

（
６
年
）
が
「
閉
校
し
て
学
校
が
な

く
な
る
の
は
さ
び
し
い
が
、
こ
こ
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
み
ん
な
で

が
ん
ば
り
ま
す
」
と
誓
い
ま
し
た
。

校
歌
を
全
員
で
斉
唱
し
た
後
、
校
旗

が
中
嶋
憲
正
市
長
へ
返
納
さ
れ
ま
し

た
。

　

閉
校
式
後
は
、
正
門
近
く
で
記
念

碑
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
来
賓
と
し
て

蒲
島
郁
夫
熊
本
県
知
事
も
出
席
。

　

そ
の
後
、思
い
出
を
語
る
会
で
は
、

「
岳
間
小
学
校
の
あ
ゆ
み
」
が
上
映

さ
れ
る
と
、
懐
か
し
い
映
像
に
場
内

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
歴
代
校
長
が
一
言
ず
つ
在
任
中

の
出
来
事
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
話

す
と
、
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
、

微
笑
む
出
席
者
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

岳
間
小
学
校
校
歌

岳
間
の
流
れ　

水
清
く

四
方
の
山
　々

緑
濃
き

中
に　

聳
ゆ
る　

高
楼
は

わ
が
親
愛
の　

岳
間
校

幾
万
年
の　

昔
よ
り

村
の
鎮
め
と　

動
き
な
き

姿
男
々
し
き　

西
岳
を

仰
ぐ
も
ゆ
か
し　

朝
夕
に

こ
の
学
舎
に　

つ
ど
い
く
る

学
び
の
道
の　

は
ら
か
ら
は

同
じ
規
律
に　

し
た
が
い
て

人
た
る
道
に　

は
げ
む
な
り

誠
心
誠
意　

進
み
ゆ
く

我
ら
の
前
途　

は
る
か
な
り

た
け
き
心
を　

ふ
り
た
て
て

い
ざ
も
ろ
と
も
に　

進
ま
な
ん

岳
間
小
学
校
の
沿
革

明
治
29
多
久
、
椎
持
尋
常
小
学
校
を
統
合
し
現

在
地
に
嶽
間
尋
常
小
学
校
開
校

30
校
舎
落
成　

校
長　

宮
崎
駒
蔵　

児

童
数
１
２
０
名　

２
ク
ラ
ス

45
高
等
科
を
設
置
し
嶽
間
尋
常
高
等
小

学
校
と
改
称　
　

昭
和
16
嶽
間
国
民
学
校
と
改
称

22
岳
間
小
学
校
と
改
称

23
岳
間
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
小
学
校
・
中
学
校
を
単

一
組
織
）
発
足

27
学
校
給
食
優
良
校
と
し
て
県
よ
り
表
彰

28
県
教
委
指
定
（
27
～
28
）
学
校
給
食
研

究
発
表
会

29
鹿
北
村
立
鹿
北
第
一
小
学
校
と
改
称

31
新
校
舎
落
成　

旧
校
舎
老
朽
に
よ
り

38
町
制
施
行　

鹿
北
町
立
鹿
北
第
一
小

学
校
と
改
称

41
岳
間
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
大
臣
表
彰
を

受
け
る

昭
和
41
体
育
館
落
成
（
二
中
と
併
用
）、「
教
育

の
碑
」
建
立

45
プ
ー
ル
竣
工

48
美
し
い
学
園
づ
く
り
県
指
定　

ひ
ょ

う
た
ん
池　

二
中
跡
植
樹

57
岳
間
小
学
校
と
改
称

57
新
校
舎
（
本
館
）
落
成

57
給
食
棟（
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
含
む
）落
成

58
校
旗
新
調
（
校
名
変
更
に
よ
る
）

58
県
教
委
・
学
校
給
食
会
委
嘱
（
昭
58
・

59
）
学
校
給
食
研
究
推
進
校

58
「
岳
間
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
県
Ｐ
連
よ
り
表
彰

59
体
育
館
落
成
及
び
校
区
祝
賀
会

59
県
教
委
・
学
校
給
食
会
委
嘱
学
校
給
食

研
究
発
表
会
（
昭
58
・
59
）

60
学
校
給
食
優
良
校
と
し
て
文
部
大
臣

よ
り
表
彰

平
成
2
へ
き
地
学
校
指
定
（
１
級
）

2
鹿
北
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及
事

業
協
力
校
指
定

４
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
協
力
校
（
理

科
）

7
県
教
育
委
員
会
よ
り
へ
き
地
教
育
推

進
校
に
指
定

8
平
成
７
・
８
年
度
県
教
委
指
定
「
へ
き

地
教
育
推
進
校
研
究
発
表
会
」
実
施

8
岳
間
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会
挙
行
（
福
島
知
事
等
出
席
）

10
「
衛
星
通
信
利
用
に
よ
る
教
育
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
モ
デ
ル
事
業
」
協
力
校
指
定

11
親
子
20
分
読
書
研
究
校
委
嘱
（
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
）
２
年
間

13
食
事
の
マ
ナ
ー
教
室
開
催

14
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
花
壇
作
り
（
１
、２
年

教
室
前
）

14
全
国
解
放
保
育
研
究
集
会
に
て
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
出
場（
茶
山
唄
・
踊
り
：
保
小
）

19
複
式
学
級
ス
タ
ー
ト
（
2
・
3
年
）　

全
校
児
童
54
名

22
体
力
向
上
優
秀
校
表
彰

23
学
校
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
最
優
秀
校
表
彰

23
八
千
代
座
百
周
年
事
業
出
演

24
岳
間
小
学
校
閉
校
記
念
事
業
実
行
委

員
会
発
足

25
閉
校
記
念
式
典
、
学
習
発
表
会
、
除
幕

式
、
岳
間
小
学
校
思
い
出
を
語
る
会

２

３

１
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閉校式典
を終え、寂
しさ が こ
み上げてきます。校区民あげ
ての運動会、岳間小ＯＢのア
ニメーター才田俊次さんの記
念講演会、そして記念式典で
の子どもたちの発表と校区民
皆の愛校心と協力で無事終
了することができました。100
周年記念の時に想像もしな
かった閉校です。校旗を返納
されたときには、言葉になら
ない思いがこみあげました。
子どもたちには、新生鹿北小
で新しい友だちと元気にが
んばってほしいと思います。

藤本祐一郎さん
閉校記念事業実行
委員会委員長

自然豊か
で、 人 情
味あふれ
る地域、岳間。この素晴ら
しい環境で育ってきた岳間
の子どもたちは、感性豊か
で人なつっこい子どもたちで
す。少ない人数の中で何に
でも挑戦し、さまざまな体験
を重ねてきました。その背景
には、保護者や地域の皆
さんの大きな支えがありまし
た。新しい小学校へ行って
も何も臆することなく、自信を
もってがんばる岳間っ子の姿
をしっかりみせてくれるものと
期待しています。

山田隆典さん
校長

岳間小学
校には、自
信を持っ
て誇れるものがあります。そ
れはみんながとても仲が良
いことです。そして、私たちよ
りもずっと前からここで学び、
伝統を築き上げてきてくだ
さった先輩方、岳間小学校
を見守り、育ててきてくださっ
た地域の方々がおられること
です。これからも私たちは、
精一杯がんばっていきますの
で、応援してください。そして、
私たちの岳間小学校、116
年間ありがとうございました。

松本久瑠美さん
児童代表

岳間小学
校に縁の
ある多く
の皆さまと一緒に寂しくも
盛大な記念事業を執り行う
ことができました。ありが
とうございました。たくさ
んの方々と力を合わせ、事
業をやり遂げることがで
き、私にとっても大きな学
びの一年となりました。子
どもたちには、岳間・岩野・
広見小学校で育んでいただ
いた力を礎に、鹿北小学校
の児童として新たな歴史の
一ページを踏み出して欲し
いと思います。

島北智海さん
PTA会長

岳
間
小
学
校
の
沿
革

明
治
29
多
久
、
椎
持
尋
常
小
学
校
を
統
合
し
現

在
地
に
嶽
間
尋
常
小
学
校
開
校

30
校
舎
落
成　

校
長　

宮
崎
駒
蔵　

児

童
数
１
２
０
名　

２
ク
ラ
ス

45
高
等
科
を
設
置
し
嶽
間
尋
常
高
等
小

学
校
と
改
称　
　

昭
和
16
嶽
間
国
民
学
校
と
改
称

22
岳
間
小
学
校
と
改
称

23
岳
間
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
小
学
校
・
中
学
校
を
単

一
組
織
）
発
足

27
学
校
給
食
優
良
校
と
し
て
県
よ
り
表
彰

28
県
教
委
指
定
（
27
～
28
）
学
校
給
食
研

究
発
表
会

29
鹿
北
村
立
鹿
北
第
一
小
学
校
と
改
称

31
新
校
舎
落
成　

旧
校
舎
老
朽
に
よ
り

38
町
制
施
行　

鹿
北
町
立
鹿
北
第
一
小

学
校
と
改
称

41
岳
間
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
大
臣
表
彰
を

受
け
る

昭
和
41
体
育
館
落
成
（
二
中
と
併
用
）、「
教
育

の
碑
」
建
立

45
プ
ー
ル
竣
工

48
美
し
い
学
園
づ
く
り
県
指
定　

ひ
ょ

う
た
ん
池　

二
中
跡
植
樹

57
岳
間
小
学
校
と
改
称

57
新
校
舎
（
本
館
）
落
成

57
給
食
棟（
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
含
む
）落
成

58
校
旗
新
調
（
校
名
変
更
に
よ
る
）

58
県
教
委
・
学
校
給
食
会
委
嘱
（
昭
58
・

59
）
学
校
給
食
研
究
推
進
校

58
「
岳
間
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
県
Ｐ
連
よ
り
表
彰

59
体
育
館
落
成
及
び
校
区
祝
賀
会

59
県
教
委
・
学
校
給
食
会
委
嘱
学
校
給
食

研
究
発
表
会
（
昭
58
・
59
）

60
学
校
給
食
優
良
校
と
し
て
文
部
大
臣

よ
り
表
彰

平
成
2
へ
き
地
学
校
指
定
（
１
級
）

2
鹿
北
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及
事

業
協
力
校
指
定

４
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
協
力
校
（
理

科
）

7
県
教
育
委
員
会
よ
り
へ
き
地
教
育
推

進
校
に
指
定

8
平
成
７
・
８
年
度
県
教
委
指
定
「
へ
き

地
教
育
推
進
校
研
究
発
表
会
」
実
施

8
岳
間
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会
挙
行
（
福
島
知
事
等
出
席
）

10
「
衛
星
通
信
利
用
に
よ
る
教
育
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
モ
デ
ル
事
業
」
協
力
校
指
定

11
親
子
20
分
読
書
研
究
校
委
嘱
（
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
）
２
年
間

13
食
事
の
マ
ナ
ー
教
室
開
催

14
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
花
壇
作
り
（
１
、２
年

教
室
前
）

14
全
国
解
放
保
育
研
究
集
会
に
て
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
出
場（
茶
山
唄
・
踊
り
：
保
小
）

19
複
式
学
級
ス
タ
ー
ト
（
2
・
3
年
）　

全
校
児
童
54
名

22
体
力
向
上
優
秀
校
表
彰

23
学
校
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
最
優
秀
校
表
彰

23
八
千
代
座
百
周
年
事
業
出
演

24
岳
間
小
学
校
閉
校
記
念
事
業
実
行
委

員
会
発
足

25
閉
校
記
念
式
典
、
学
習
発
表
会
、
除
幕

式
、
岳
間
小
学
校
思
い
出
を
語
る
会

1 「これからも岳間の魂は未来へ受け継がれていきます」と熱い思いを
込めた山田校長　２ 「これからも私たちを見守ってください」と児童代表
のことばを述べる藤本真史さん　３ 学校への感謝を込めて全校児童27
人と参加者全員で校歌斉唱　４ 全校児童と先生たちが心を一つにして、
最後の合唱を披露　５ 式典終了後、記念碑の除幕式が行われ、記念碑の
文字を書いた蒲島郁夫熊本県知事も駆け付け、記念撮影　６ 会場には父
母や卒業生などたくさんの人が閉校を惜しんで集まりました　

５ ４

６

特集　閉校
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岩野小学校
地域の願いが込められた「七人の像」
１３７年の歴史を閉じる

　

岩
野
小
学
校
の
閉
校
式
は
２
月
24

日
、
同
校
の
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

市
長
式
辞
、
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続

き
、冨
田
幸
誠
校
長
は「
家
庭
、地
域
、

学
校
が
う
ま
く
か
み
合
い
、
子
ど
も

た
ち
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
永
年
に

わ
た
っ
て
尽
力
さ
れ
た
多
く
の
人
に

深
く
感
謝
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

児
童
を
代
表
し
て
大
坂
朱
音
さ
ん

（
６
年
）が「
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
、

し
っ
か
り
と
胸
に
刻
み
、
歩
ん
で
い

き
ま
す
。
私
た
ち
は
思
い
出
と
と
も

に
、
強
い
き
ず
な
で
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

閉
校
式
後
は
、
同
校
の
歩
み
を
ま

と
め
た「
岩
野
小
学
校
の
お
も
い
で
」

の
映
像
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、
会
場

か
ら
は
懐
か
し
く
当
時
の
こ
と
を
語

り
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

閉
校
記
念
学
習
発
表
会
で
は
、
同

小
児
童
実
行
委
員
会
が
司
会
な
ど
の

運
営
を
行
い
、
各
学
年
ご
と
に
伝
統

芸
能
「
岩
野

神
楽
」
や
劇
、

合
奏
な
ど
を

披
露
。
最
後

は
、
学
校
へ

の
感
謝
を
込

め
て
出
席
者

全
員
で
校
歌

を
斉
唱
し
ま

し
た
。

岩野小学校の沿革
明治 8 公立小学校（岩野学校）を岩野村字高井川に創立
大正 8 新校舎落成（総檜材使用）
昭和 16 岩野国民学校と改称

16 校歌制定（�作詞�野口雨情・作曲�坂本不二夫��）
21 学校給食開始

22 新教育制度（六・三制）の発足により、岩野小学校と改称

27 本校にて全国レクレ−ション大会開催さる。（三笠宮殿下来校）

29 町村合併により、鹿北村立鹿北第二小学校と改称

38 町制施行により、鹿北町立鹿北第二小学校となる

42 新校舎竣工（�鉄筋コンクリ−ト三階建て）

43 鹿北第二小学校校旗制定並びに完成
43 体育館竣工
45 教育の碑「七人の像」設立

60 創立百周年記念式典実施タイムカプセル設置
57 校名を「岩野小学校」に変更

平成 12「学校給食」文部大臣表彰を受ける
13 体育館落成式

17 市町合併により山鹿市となり、山鹿市立岩野小学校へ改称

22 特別支援学級（自閉症・情緒障がい学級）増設
22 第２・３年生複式学級開設
25 閉校式

岩
野
小
学
校
校
歌

　
　
　

作
詞　

野
口　

雨
情

　
　
　

作
曲　

坂
本
不
二
夫

肥
筑
の
境　

山
青
く

自
然
の
恵
み　

豊
か
に
て

山
に
山
幸　

野
は
み
の
る

我
ら
の
郷
土　

栄
え
あ
り

清
ら
の
流
れ　

岩
野
川

朝
日
に
映
ゆ
る　

竹
の
山

高
き
希
望
の　

色
に
こ
そ

た
た
え
よ
た
た
え　

わ
が
母
校

１

２



13　2013.4.1　広報やまが

明治８年
に創設さ
れて以来
137 年、本年３月 31 日で
閉校になります。心のより
どころとしていた小学校が
閉校になることは寂しさが
こみ上げてきます。
　在校生の皆さんは、新生
鹿北小学校で岩野小学校の
校訓「なかよく・なかよく・
元気にのびよう」を忘れず
にがんばってください。同
窓生の皆さんとともに岩野
小学校にありがとうという
言葉を贈ります。

堤八洲男さん
閉校記念事業
実行委員会会長

閉校する
学校に勤
務するこ
とは、長い教員生活初めて
の経験となりました。閉校
実行委員会に参加する中で
校区の方々の熱い思いを感
じています。「七人の像」
は岩野小のシンボルとして
皆さんの心の中に永遠に刻
まれ続けることと思いま
す。子どもたちは、新しい
学校で大いに頑張ってくれ
ることと思いますので、地
域の皆様、鹿北小学校をよ
ろしくお願いいたします。

冨田幸誠さん
校長

私にとっ
て学校の
行事だけ
でなく、ふだんの学校生活
も岩野小学校の思い出で
す。理由は、友だちとの触
れ合いや学校生活でしか味
わうことができない経験を
することができたからで
す。岩野小学校が、閉校す
ることはとても悲しいこと
ですが、在校生の皆さんに
は、岩野小学校の伝統を受
け継ぎ、力を合わせて新し
い鹿北小学校を築いてほし
いと願っています。

大坂朱音さん
児童代表

閉校を目
の当たり
に し、曾
祖父、祖父母、父、私、妻、子
供３人、５代にわたり通った
学校がなくなることをとても
寂しく思っています。長年に
わたり、地域の方々に愛さ
れ、支えていただけたからこ
そ 137 年もの歴史を作れた
と思っています。長い歴史に
幕を下ろすことに岩野小学校
に携わった方々は寂しく思わ
れることと思いますが、鹿北
小学校として新たな幕開けを
迎えますので、温かく見守っ
ていただければと思います。

田中隆二さん
PTA会長

３

５

４６

1 「地域に見守られ、育てられ
てきた」と思いを込めた冨田校
長　２ 閉校記念学習発表会で
は、地域の伝統芸能の岩野神楽
も披露　３ 全校児童66 人に
よる発表「さよならのかわり
に」の後に、参加者全員で最後
の校歌斉唱　４ 中嶋憲正市長

（左）に校旗を返納する冨田校
長と児童代表　５ 教室に置か
れたメッセージボードには、卒
業生などが感謝の思いが沢山
書かれていました　６ 「岩野小
学校の思い出」で、スライド上映
が行われ、参加者は当時を振り
返り、懐かしみました　７ 閉校
を記念して造られた記念碑

７

特集　閉校
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広見小学校
広見の「歴史」「命」「人」のつながり

９２年の歴史と伝統は心の中で生き続ける

　

３
月
３
日
、
広
見
小
学
校
閉
校
式

が
、
同
校
の
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

中
嶋
憲
正
市
長
の
式
辞
、
藤
原
弘

議
長
の
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
酒

井
洋
史
校
長
は
「
母
校
で
あ
る
広
見

小
の
閉
校
に
校
長
と
し
て
か
か
わ
る

こ
と
が
で
き
る
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま

す
。
閉
校
の
締
め
く
く
り
を
し
っ
か

り
と
行
い
、
新
設
さ
れ
る
鹿
北
小
学

校
に
つ
な
い
で
い
き
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

児
童
を
代
表
し
て
伊
藤
舞
桜
さ
ん

（
６
年
）
が
「
広
見
小
は
私
た
ち
の

胸
に
生
き
続
け
、
私
た
ち
を
強
い
き

ず
な
で
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。
広
見

小
、
92
年
間
の
思
い
出
を
あ
り
が
と

う
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

閉
校
式
後
は
、
広
見
小
と
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
各
学
年
が

広
見
太
鼓
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
学
習

発
表
を
行
っ
た
ほ
か
、
卒
業
生
２
人

と
在
校
生
１
人
が
学
校
へ
の
思
い
を

語
り
、出
席
者
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
し
ま
し
た
。

　

式
場
の
壁
に
は
歴
代
卒
業
生
の
写

真
が
展
示
し
て
あ
り
、
写
真
を
熱
心

に
見
入
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

広
見
小
学
校
校
歌

　
　
　

作
詞　

中
満
重
明

　
　
　

作
曲　

有
馬
俊
一

朝
夕
仰
ぐ　

西
岳
の

緑
や
さ
し
く　

映
え
る
と
き

心　

心
と　

呼
び
か
わ
し

強
く
正
し
く　

強
く
正
し
く

伸
び
ゆ
く　

わ
れ
ら

岩
野
の
川
の　

水
清
く

瀬
音
静
か
に　

響
く
と
き

命　

命
と　

触
れ
合
っ
て

清
く
明
る
く　

清
く
明
る
く

伸
び
ゆ
く　

わ
れ
ら

広
見
の
空
の　

美
し
く

雲
を
浮
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母校である広見
小学校が閉校に
なり、当時のさま
ざまな思い出がよみがえってきて
寂しさを感じています。
古里広見の山や川は、今も昔と変
わらず広見を守っております。広
見小学校が閉校になった後も、古
里広見の風景とともに、私たち広
見小学校卒業生の心の中に生き続
けるに違いありません。
　最後に広見小学校ありがとう。

大渕俊光さん
閉校記念事業
実行委員会会長

母校である広見
小学校92 年間の
しめくくりに、校
長として関わることができたことに幸
せを感じています。昭和 34 年度全
校児童 449 人（最多）、10 年後の
昭 和 44 年 度は 201 人に激 減し、
最後の平成24年度は75人（最少）。
92 年間の卒業生 3,827 人。広見小
学校 92 年間の歴史のつながり、人
のつながり、命のつながりに支えられ、

「明るくすなおでたくましい」子ども
たちは、これからも頑張ってくれると
信じています。

酒井洋史さん
校長

ぼくたちの広見小
学校は、この３月
で92 年の歴史に
幕をおろしました。
この１年、いろいろな行事があるたび
に、「最後の」という言葉がつけられ、
その最後をかざろうと何事にも一生
懸命取り組んできました。今までがん
ばってきた「広見太鼓」などは形を
変えても広見の伝統として鹿北小学
校に引き継がれていくと思います。
　92 年間、がんばってきた広見小、
たくさんの思い出を本当にありがと
う。

梅田響貴さん
児童代表

92 年という長い
歴史の広見小学
校がこの春をもっ
て閉校となりました。過去の卒業写真
を見ていると大正・昭和・平成とい
う時代とともに多くの時間の流れを
感じることができます。また卒業写真
の子どもたちが親となり祖父母となり
再び学校に帰って来る、そんなつなが
りのある小学校でした。母校がなくな
ることは本当にさみしいことですが、
広見小学校はずっと心の中にあり続
けることでしょう。本当に長い間お疲
れさまでした。

早野幸二さん
PTA会長

広見小学校の沿革
大正 10 四丁・芋生両尋常小学校を合併して広見尋常高等小学校と称する
昭和 16 広見国民学校と改称

22 広見小学校と改称して高等科を廃止

29 町村合併により鹿北村立鹿北第三小学校と改称

38 町制施行により鹿北町立鹿北第三小学校と改称

41
鹿本郡市地教委連絡協議会から
算数研究の委嘱を受ける（２カ年
間）

44
鹿本郡市地教委連絡協議会より
算数の研究校として委嘱を受け
る（２カ年間）

46 鹿北町教育委員会から算数教育研究校の指定を受ける

48 創立５０周年記念行事式典、運動場拡張

50 第１０回算数研究十周年記念発表大会を開催

51 県教育委員会から算数教育研究指定を受ける

52 算数教育研究指定の発表会を開催
53 新校舎建築起工式
54 新校舎落成
54 体育館新築着工
54 夜間照明設備完成
55 体育館落成

57 条例改正により広見小学校と改称
平成 8 運動会時に全児童、全職員による「広見っ子太鼓」初披露

9 紙漉体験活動を始める

12 稲作体験でとれた餅米で餅つきをする

13 川嶋康男氏を指導者に神楽クラブを新設

17 市町合併で、「山鹿市立広見小学校」に改称

18 マザーグースによる昼の放送での読み聞かせが始まる（５，１０月）

19 文部科学省より　豊かな体験活動推進事業研究協力校指定

20 第１回ハートフルデー～命とふれ合う日～を実施

20 文部科学省指定　児童生徒の輝く心育成事業研究発表会

20 八千代座の民俗芸能大会で、４年生が芋生神楽・乙女の舞を発表
23 山鹿市教育研究論文金賞受賞
25 閉校記念誌、閉校記念碑完成
25 閉校記念式典
25 閉校

１ 広見小学校への思いと、感謝を表す児
童代表の伊藤舞

ま お

桜さん　２ 児童代表の梅
田さんから校旗を受け取る酒井校長。この
あと中嶋憲正市長に校旗が返納されまし
た。３ 正門横に立てられた、閉校記念碑
４ ６年生が広見太鼓を披露　５ 会場には
卒業写真を「広見小学校のつながり」とし
て掲示してあり、当時を懐かしく思い出す
卒業生　６ 最後に全校児童 74 人と参加
者全員で心を込めて「ふるさと」を合唱

６

特集　閉校
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断水時に備えて
…加圧ポンプ式給水車配備　　　　　　　　２月22日

配備された加圧ポンプ式給水車

　水道局に、災害時などに機動的で迅速な給水活動がで
きる加圧ポンプ付給水車１台が配備されました。
　この給水車は、災害や水道管の事故などで断水した
時に、１度に 1,700 リットルの水を運ぶことができ、約
570 人が１日に必要な飲み水を配ることができます。
　また、加圧ポンプを装備しているため、公共施設や病
院などの高い所にあるタンクへの補給も短時間で行うこ
とができます。
　今後、緊急時の応急給水活動や水道工事断水時の給水
活動、災害訓練などで活用していきます。

今月のナイスショット

街角ぐるっとナビ 
身近な話題、情報をお寄せください！
秘書課広聴広報係　☎４３‐１１１２

　さくら湯入浴体験でおいしそうに温泉水を飲
む山鹿幼稚園すみれ組の石渕尚

な お き

貴くん

さくら湯前では、みんなで温泉水を飲みました

卒園前に親子で思い出づくり
…親子ふるさと街あるき体験　　　　　　　２月20日

旅先案内人の話を聞きながら豊前街道を歩く親子

　山鹿幼稚園（宮本光枝園長　園児数 103 人）の、ばら組、
ゆり組の園児 38 人と保護者が、親子で山鹿の文化財や工
芸品に触れることで、山鹿の歴史や伝統に関心を持ち、公
共の場でのルールやマナーを守りながら、親子で同じ体験を
することで、山鹿に愛着を持つきっかけにして欲しいと、親
子ふるさと街あるき体験を行いました。
　園児たちは、旅先案内人の会の案内で、八千代座の回
り舞台を体験したり、豊前街道を歩きながら山鹿の歴史を
聞いたりして、山鹿灯籠民芸館、さくら湯などを巡りました。
　参加した保護者は「初めて入った施設もあり、良い記念
になった。参加して良かった」と喜んでいました。 山鹿灯籠民芸館では、灯籠を作る様子を見学
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まだまだあるよ。街角ぐるっとナビ

みんなで作ろう大切な森林
…山鹿の森づくり植樹祭　　　　　　　　　　　　　　　２月９日

　鹿北町の市有林に
鹿北の小学生など約
110 人 が あ や 杉 500
本 を 植 樹 し ま し た。
この植樹は、森林を
大切にする心を育み、
市民がいつでも気軽
に行ける憩いの場・
安らぎの場となる森
を作るために毎年行
われています。

　山鹿市レジ袋削減推進協議会が、ゆめマート山
鹿店・東山鹿店の２店舗で『マイバッグ利用推進キャ
ンペーン』を行い、買い物に訪れた人に『買い物
の際のマイバッグ利用のお願い』などの声かけと一
緒にマイバッグ利用の推進に関するチラシとポケット
ティッシュを配布しました。
　ゆめマートの２店舗は、4 月から始まるレジ袋無
料配布の中止（有料化）の取り組みの、のぼり旗
やポスターを掲示して、マイバッグでの買い物を呼び
かけています。レジ袋の無料配布中止による収益金
は、社会貢献に活用される予定です。

買い物に来た人にマイバッグ利用を呼び掛ける協議会委員

買い物にはマイバッグを持って行こう
…マイバッグ利用推進キャンペーン　 ２月 23 日

固い握手を交わす岡本学長（左）と中嶋市長（右）

大学と連携した地域づくりに向けて
…包括的連携協定調印式　　　　　 ２月 26 日

　熊本学園大学と山鹿市が、双方の持つ人材や資
源をより効率的に活用することで、地域社会の発展と
人材の育成に寄与することを目的として、包括的な連
携協定を締結しました。
　調印式では、中嶋憲正市長が「協定締結を機に
今まで以上に絆を強くし、互いが発展していけるよう
協力関係を深めたい」と述べ、岡本悳

と く や

也学長が「歴
史と伝統のある山鹿市と協定を結べたことは名誉あ
ること。大学にはさまざまな人材がいるので、多くの分
野で地域づくりの協力をしていきたい」と述べ、互い
に固い握手を交わしました。

たくさんの人でにぎわいました
…西牧粟島さんまつり　　　　　　　　　　　　　　　　３月３日

　西牧の粟島神社で粟
島さんまつりが開かれ、
市内外から多くの人が
訪れました。川辺小の
太鼓で祭りが始まり、神
社には境内からあふれ
るほどの人が訪れ、３つ
のミニ鳥居をくぐって健
康を祈願したり、手作りの

「粟島あられ」を買い
求めたりしました。

多くの人が応援に駆け付け、にぎやかな大会になりました
…肥後古代の森　第 20 回双子塚一周リレー大会　　　  ２月 24 日
　大会は小学生を対象
に行われ、１チーム４人
で、古墳時代中期に造ら
れたという双子塚古墳
( 鹿央町)を、周回しなが
らリレーします。市内外か
ら60 チーム以上の参加
があり、応援に駆け付け
た保護者が子どもたち
に声援を送り、にぎやか
な大会となりました。

これからの地域づくりを考える
…モデル３地区の活動報告　　　　　　　　　　　　　　 ３月３日
　鹿本生涯学習健康
センター「ひだまり」
で、過疎いきいきシン
ポジウムが開催され、
モデル３地区の取り
組みが報告されまし
た。また、熊本学園大
学・小川全

た け お

夫教授の基
調講演や、熊本県むら
づくり課の支援も紹
介されました。



場広の
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内田小学校　　　２月 28日
出会いの輪

　内田小学校の児童が、２月 24 日に熊本県教育会
館で開催された第 25 回熊本県小中学校小倉百人一
首かるた競技大会に出場し、６連覇を成し遂げまし
た。
　大会は、上級・中級・初級の３つ
の部があり、全児童が百人一首かる
たに取り組んでいる内田小学校はそ
れぞれに２チームずつ、６チームが
出場しました。
　試合は、３人１組による源平戦の
形式で行われ、上級の部に出場した
Ａチームは、有段者もいる強豪相手
に勝利し優勝を勝ち取りました。
　

熊本県小中学校小倉百人一首かるた競技大会６連覇

大会の報告に訪れた内田小学校の児童
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大会で白熱した試合を繰
り広げる内田小の児童（左）
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第
５
回
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ー
ク
ラ
ブ

　

会
員
を
募
集
し
ま
す
。
基
礎
か
ら

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
、
関
心
の

あ
る
人
は
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
練
習 

日
時　

第
１
・
第
３
火
曜
日

　

午
後
７
時
～
９
時

◦ 

場
所　

鹿
央
公
民
館　

研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
３
７
３
８
‐
７
２
７
９

（
壇　

勇
）

端
午
の
節
供

山
鹿
五
節
供
の
会

◦
日
時　

４
月
28
日
㈰
午
後
２
時
～

◦
場
所　

八
千
代
座
交
流
施
設

◦ 

内
容　

第
１
部　

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク

か
ら
演
歌
ま
で
一
流
プ
レ
イ
ヤ
ー

に
よ
る
魅
惑
の
弦
楽
四
重
奏

　

 

第
２
部　

講
演　

小
山
和
作
先
生

（
熊
本
日
赤
名
誉
院
長
）

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
９
５
６
３
‐
６
６
５
１

（
田
代
）

も
て
な
し
た
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座

市
民
み
ん
な
で
も
て
な
し
た
い（
隊
）

　

山
鹿
の
魅
力
・
自
慢
（
歴
史
・
自

然
・
人
）
を
気
付
き
発
見
す
る
講
座

で
す
。

◦ 

日
時　

毎
月
第
１
日
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

第
１
回
目　

５
月
５
日
㈰

◦
場
所　

温
泉
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

３
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

◦
会
費　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
８
９
４
７
‐
４
９
５
０

（
山
本
）

弓
道
教
室
受
講
生
募
集

山
鹿
市
弓
道
協
会

　

一
般
社
会
人
を
対
象
に
開
催
し
ま

す
。
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

弓
具
は
弓
道
協
会
で
準
備
し
、
受
講

料
も
無
料
で
す
。
多
数
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
期
間　

５
月
７
日
㈫
～

　

９
月
27
日
㈮　

毎
週
火
・
金
曜
日

◦
時
間　

　

昼
の
部　

午
前
10
時
～
正
午

　

夜
の
部　

午
後
７
時
30
分
～

　
　
　
　
　

９
時
30
分

◦ 

場
所　

山
鹿
市
営
弓
道
場（
鍋
田
・

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
43
‐
３
１
６
２
（
江
上
）

☎
44
‐
２
５
３
５
（
巣
山
）

｢万葉の風｣ 鹿央物産館（常設　展示場）
問☎ 36 ‐ 3838（月曜日定休）

⃞▶森廣行　趣味の個展
　 楽しみながらつくった
 　「なんでんかんでん展」
　 竹細工、水墨画、押絵、切り絵、
　 わら工芸など
　 期間　４月 16 日㈫〜 30 日㈫
 　　　　（４月 22 日㈪は休館）
　 時間　10：00 〜 17：00

郡
市
対
抗
熊
日
駅
伝
大
会

　

２
月
10
日
に
、
第
39
回
郡
市
対
抗

熊
日
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
山
鹿
市
か
ら
は
、
鹿
子
木
伸
市

郎
監
督
の
も
と
26
人
の
選
手
団
で
出

場
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
、
号
砲
の
も
と
、
天
草

市
役
所
か
ら
熊
本
市
び
ぷ
れ
す
熊
日

会
館
ま
で
の
１
０
５
．
５
キ
ロ
、
計

14
区
間
で
の
白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
行

わ
れ
、
２
区
走
者
の
幸
村
亮
太
選
手

（
九
州
学
院
高
等
学
校
）
が
区
間
賞

を
と
る
な
ど
、
選
手
団
一
丸
と
な
り

力
走
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
５
時
間
35
分
38
秒
で
、

７
位
躍
進
賞
と
な
り
ま
し
た
。

◦ 

日
時　

５
月
１
日
㈬
～
６
日
㈷

　

 

午
前
11
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日

午
後
４
時
）

◦
会
場　

天
聴
の
蔵
他
全
10
カ
所

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
８
０
‐
６
４
２
６
‐
４
５
１
９

（
木
部
）

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ 44 ‐ 4835

⃞▶ポポロ開店 18 周年記念企画　さくら展
 　熊本在住の画家 38 人の水彩、油彩、ペン画など
 　前期・後期に分けて展示します
 　期間　前期：４月  １日㈪〜 15 日㈪（日曜日定休）
 　　　　後期：４月 16 日㈫〜 30 日㈫（日曜日定休）
 　時間　11：30 〜 21：00（最終日は 15：00）

つるばら（山鹿市山鹿 1495）
問☎ 43 ‐ 8920

⃞▶グループ　レベルⅡ　作品展
　 ＮＨＫカルチャーで共に絵を描いた仲間の作品
　 を展示します。
　 期間　５月 28 日㈫まで
　 時間　10：00 〜 18:00
　 　　　（毎週水曜日・第１火曜日は休日）
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肥
後
狂
句

俳　

句

短　

歌

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

二
月
例
会

長
瀬
狂
介
選

下
手
も
え
え　

爆
笑
さ
せ
て
鐘
一
つ

古
里
イ
ツ
代

霜
の
朝　

寝
床
ん
中
は
一
等
地

平
野　

良
子

む
ぞ
ら
し
さ　

孫
は
宝
て
ほ
ん
な
こ
つ

川
上　

火
男

惜
し
か
っ
た　

上
手
ば
っ
て
ん
歌
詞
忘
れ

新
谷　

不
動

春
は
そ
こ　

又
悩
ま
に
ゃ
ん
花
粉
症

黒
田　

如
水

遠
藤
上
気
選

湯
豆
腐　

焼
酎
好
き
な
父
想
う

城　
　

紫
葉

惜
し
か
っ
た　

勘
三
郎
は
早
過
ぎ
る

荻　
　

正
好

霜
の
朝　

ハ
ウ
ス
イ
チ
ゴ
が
寝
せ
と
か
ん

立
山　

連
峰

む
ぞ
ら
し
さ　

手
を
に
ぎ
っ
と
る
老
夫
婦

伊
織　

久
則

下
手
も
え
え　

芽
の
出
る
時
も
屹き

っ

と度
来
る

江
藤　

孝
舟

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

二
月
例
会

島
北
鎌
岳
選

美
し
か　

化
粧
せ
ん
で
も
そ
の
笑
顔

伊
藤　
　

元

舞
い
上
り　

の
ぼ
せ
た
頃
が
遠
く
な
り

中
島　

絢
子

止
め
な
は
り
皆
ん
な
こ
っ
ち
ば
見
と
る
た
い

山
本　

凡
太

鹿
本
町
俳
句
教
室　

二
月
例
会

利
光
釈
朗
選

鬼
や
ら
ひ
暗
き
鎮
守
の
森
の
奥　
　
　
　
　

小
島　
　

稔

ふ
た
筋
の
薄
氷
伸
び
し
田
の
轍　
　
　
　
　

渡
辺　
　

久

犬
ふ
ぐ
り
愛
で
て
は
お
れ
ぬ
野
菜
畑　
　
　

坂
田　

昭
代

山
鹿
俳
句
会　

二
月
例
会

利
光
釈
郎
選

着
ぶ
く
れ
て
ち
ゃ
ん
づ
け
で
呼
ぶ
老
姉
妹　

近
藤　

律
子

一
も
ぐ
り
す
れ
ば
夕
ぐ
れ
鳰
の
湖　
　
　
　

北
原　

勝
介

立
春
の
激
し
き
雨
に
目
覚
め
け
り　
　
　
　

園
田　

紀
子

銀
河
俳
句
会

村
十
戸
伝
言
板
に
春
兆き

ざ

す　
　
　
　
　
　
　

酒
井　

睦
美

枯か
れ
む
ぐ
ら葎

木
々
に
絡か

ら

み
て
日
の
当
る　
　
　
　

内
古
閑
ひ
と
み

薮
椿
活
け
て
日
射
し
の
円ま

ど

か
な
る　
　
　
　

三
森　

京
子

新
人
俳
句
講
座

木
村
圭
吾
選

も
ら
い
受
く
春
菜
を
加
え
夕
支
度　
　
　
　

加
藤
寿
美
代

石
垣
の
陽
だ
ま
り
に
咲
く
冬
す
み
れ　
　
　

吉
岡
由
美
子

紅
梅
や
堂
守
の
如
咲
き
誇
る　
　
　
　
　
　

光
永　

紀
子

タ
ッ
プ
俳
句
教
室　

二
月
例
会

雪
か
ぶ
り
椿
の
花
の
嫁
支
度　
　
　
　
　
　

大
薗
美
奈
子

古
寺
の
一
隅
照
ら
す
紅
椿　
　
　
　
　
　
　

梶
山　

純
子

里
帰
り
い
つ
も
の
庭
で
梅
一
輪　
　
　
　
　

原
口　

知
子

鹿
北
短
歌
会　

三
月
詠
草

湯
上
が
り
に
冷
茶
含
み
て
ぐ
つ
と
飲
む
今
日
の
ひ
と
日
の
無
事
有
難
し　

   

島
北　

鎌
岳

如
月
の
雨
に
濡
れ
ゐ
る
蝋
梅
の
か
ほ
り
儚
く
し
ず
く
と
な
り
ぬ　
　
　
　
　

徳
永　

則
子

金
沢
の
兼
六
園
は
冬
ご
も
り
二
人
の
子
等
と
雪
吊
り
を
見
る　
　
　
　
　
　

  

田
中　
和
子

菊
鹿
短
歌
会　
二
月
詠
草

生
れ
里
水
車
の
音
も
今
は
な
く
瀨
音
な
つ
か
し
散
ら
す
飛し

ぶ

き沫
も　
　
　
　

  

富
田　

龍
子

亡
き
母
と
作
り
し
蒟こ

ん
に
ゃ
く蒻

手
の
痒
み
今
は
忘
れ
し
ふ
し
く
れ
の
手
は　
　
　

  

片
山　

陽
子

冬
枯
れ
の
庭
に
蕾
を
抱い

だ

き
ゐ
る
黄
の
水
仙
の
開
花
を
待
ち
ぬ　
　
　
　
　

  

中
原　

英
子

鹿
央
短
歌
会　
二
月
作
品

冬
野
菜
冬
枯
れ
せ
し
を
鋤
き
込
め
ば
畑
は
春
の
土
に
起
き
ゆ
く　
　
　
　

  

東　
よ
り
子

活
け
て
ゐ
し
蝋
梅
の
花
いつ
知
ら
ず
咲
き
て
匂
へ
り
小
正
月
に　
　
　
　
　

  

立
山　
〆
子

道
辺
に
は
積
雪
残
れ
る
仁
田
峠
見
上
ぐ
る
樹
々
は
雪
の
花
ざ
か
り　
　
　

  

木
下
志
摩
子

鹿
本
町
短
歌
会　
二
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

石
楠
花
を
被
ふ
つ
る
草
と
り
遣
る
に
枝
の
広
ご
り
万
歳
の
さ
ま　
　
　
　

  

本
田
真
智
子

ふ
る
さ
と
の
山
鹿
さ
く
ら
湯
あ
り
が
た
し
朝
の
六
時
は
温
泉
の
な
か　
　

   

山
川　

武
夫

家
籠
も
り
多
く
も
寒
九
迎
へ
た
り
御
寺
の
坂
の
斑
の
影
を
踏
む　
　
　
　

  

中
川　

晶
子

石
人
短
歌
会　
二
月
例
会

富
田
豊
子
選

太
陽
は
い
ま
西
山
に
沈
み
ゆ
く
夕
べ
の
空
を
茜
に
染
め
て　
　
　
　
　
　
　

松
岡
み
ち
え

新
た
な
る
朝
迎
ふ
れ
ば
わ
が
心
・
細
胞
さ
へ
も
生
ま
れ
変
れ
り　
　
　
　
　

堀
田　

恵
美

風
花
の
舞
ひ
く
る
師
走
あ
た
た
か
き
姪
子
の
心
に
泪
と
ま
ら
ず　
　
　
　

  

上
田　

つ
み

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　

三
月
例
会

再
来
は
叶
は
ぬ
雁
も
あ
る
ら
む
と
我
は
手
を
振
る
幸さ

き

く
と
ば
か
り　
　
　

  

山
口　

信
博

春
の
川
さ
ざ
な
み
光
り
水
鳥
の
円
に
な
っ
た
り
ほ
ど
け
た
り
し
て　
　
　
　

鹿
子
木
泰
子

痕
跡
は
貪む

さ
ぼ

り
食は

み
し
チ
ン
ゲ
ン
菜
あ
ま
り
じ
ゃ
な
い
か
鵯
た
ち
よ　
　
　
　

  

横
尾　
ト
シ
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新着図書ピックアップ《今月は菊鹿公民館図書室から》

問い合わせ先
社会教育課　　　　☎ 43 ｰ 1651
鹿本図書館　　　　☎ 46 ｰ 1310
鹿北教育分室　　　☎ 32 ｰ 2059
菊鹿教育分室　　　☎ 48 ｰ 3111
鹿央教育分室　　　☎ 36 ｰ 2183

蔵書場所の省略表記
中央公民館図書室　【中央】　鹿本図書館　　　　【鹿本】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

【中央】
【鹿本】
【菊鹿】

【中央】
【鹿本】
【菊鹿】

【鹿本】
【菊鹿】

黙示
真山　仁／著　新潮社

　日本の「食と農業」を呑み込む巨
大な敵とは。農薬の危険性、大量死
するミツバチ、米中の食糧戦略、狙わ
れる日本の農地。予測不能の展開
で、この国の未来を予見する。大型社
会派小説誕生！

　人生は不公平、だけど幸福になる
機会は平等なんだ。手に入れたオパー
ルの指輪がしゃべり出す。ときに優しく、
ときにシニカルに。不思議な町の平凡
な日常を描く、新しい大人のファンタ
ジー。第36 回すばる文学賞受賞作。

黄金の庭
高橋陽子 / 著　集英社

しょんぼりしないで、ねずみくん！
ジェド・ヘンリー／作　小学館

　もりのなかまたちは、しょんぼりして
いるねずみくんのことが心配です。どう
したら、しょんぼりねずみくんは元気に
なるのかな・・・・。小さな子どもから
大人まで、ジーンと心に響きます！本当
のやさしさに気づかせてくれる絵本。

催しスケジュール
中央公民館和室（移転先）
・おはなし会
　日時▷４月24日㈬　午後３時から
鹿本図書館
・おはなし会
　日時▷ ４月６日㈯・13日㈯・20日㈯
　　　　　 27日㈯　　　 　午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
　日時▷ ４月２日㈫・９日㈫・16日㈫
　　　　　 23日㈫　　　   午前11時から
・プレママタイム（妊婦対象）
　日時▷ ４月２日㈫・９日㈫・16日㈫
　　　　　 23日㈫　   午前10時45分から

今月の休館日
中央公民館図書室（移転先）
　▷４月 29日㈷
鹿本図書館
　▷４月１日㈪・８日㈪・15日㈪・22日㈪
　　　 30日㈫

現在の登録者　男性６４人　女性４４人
交際中のカップル　６組　　成婚実績　３組

　これまで３組のご夫婦の誕生をお祝いしました。でも実
は、登録者以外の方と結婚した、交際中ということで退会
された方も多くいらっしゃいます。
　登録までしたくないという声もありますが、登録すること
で、結婚する決意が生まれます。そして、肝いりどんのアド
バイスや見合いにより、異性との会話やお付き合いに積極
的になります。そうすることで、他のご紹介や日々の出会い
の中で、自分自身で生涯のパートナーを見つけることがで
きるのです。
　登録することで、自分磨き・自己改革につながります。
素敵な相手だけでなく、素敵な自分にも出会えるはずです。
　ぜひ、ご相談ください。

【問い合わせ先】企画課　☎４３－１１１４

『やまが肝いりどん』通信
　山鹿市内の空き家情報を発信し、有効活用することで、
地域の活性化を図ることを目的として、空き家バンクを開設
します。随時、登録希望物件を募集しています。
＜登録できる空き家＞
　山鹿市内にある居住を目的とした売買または賃貸を希
望する戸建て建物で、現在は居住していないか、将来居
住しなくなる予定の建物。
ただし、次に該当する建物は登録できません。
　●　営利を目的とした物件（アパート、借家、分譲住宅等）
　●　宅建業者が仲介を行っている物件
　●　老朽、損傷等が著しく、大規模な修繕が必要な物件
　●　市区町村民税滞納者が所有している物件
　●　 暴力団員およびそれらと密接な関係を有しているもの

が所有している物件
その他、詳しくはお問い合わせください。

【問い合わせ先】企画課　☎４３－１１１４

空き家バンクに登録しませんか



小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

山鹿子育て支援センター　☎ 43‐ 1270　つどいの広場 (おさか童夢 )　☎43‐1155　病後児保育室　☎ 43‐ 1281
鹿北子育て支援センター　☎ 32‐ 3194　第一児童館　　　　　　　☎43‐1128　ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐ 4660　中央児童センター　　　　☎44‐0057　　　　　　　　☎ 44‐ 8800
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐ 2635　児童センター　　　　　　☎46‐4441
鹿央子育て支援センター　☎ 36‐ 2150　鹿本児童館　　　　　　　 ☎46‐4455
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子どもに夢を、子育てに温もりを !!

病後児保育室　☎ 43‐ 1281
月～土曜日　午前８時～午後６時（要登録）

温泉祭「忍者の里」
　忍者になって遊ぼう！いろいろな昔遊びができるよ！
◦日時　４月７日㈰　午前 10時～午後２時
◦場所　光専寺（下町）

　本校では、この校訓を誇りにし、自分自身を成長させる
ために、全校生徒 158 人と職員 25 人一緒になって日々
の教育活動に頑張っています。

「ふれあいタイム」で心の交流

　毎週水曜日の昼休みを「ふれあいタイム」として、クラ
スや学年で生徒同士、または生徒と先生との触れ合いを
大切にする時間をつくりました。昼休みを長く取って、各ク
ラスや各学年で計画した外遊びをしています。陣取り、ドッ
ヂボール、長縄跳びなど内容はさまざまで、先生たちも一
緒に入って遊びます。グラウンドに生徒たちの歓声やはしゃ
ぎ回っている姿が広がり、生徒たちは毎週楽しみにしてい
ます。

「遠望訓練・立腰」で健康と学習のレベルアップ
　テレビでも何回か放
送されていますが、給
食の準備時間を利用し
て毎日「遠望訓練」を
実施しています。視力
の低下予防になるだけ
でなく、目の疲れがと
れ、気分をよくする効果もあります。
この取り組みの結果、本校の生徒の
視力は毎年全国の平均値を上回って
います。
　また、本年度から「やる気を育て
る立腰」にも取り組んでいます。立腰
とは、骨盤を立てることで、背骨が
伸び、良い姿勢になるということです。良い姿勢をとると、

「集中力が持続し、頭がさえてやる気が出てくる」また、「視
力低下を予防し、内臓のはたらきがよくなる」などの効果
があり、学習面と健康面の両方に良い影響をもたらしてい
ます。

我れ当に　我が為すべきことを行う
我れ総てに克つ

米野岳中学校

　山鹿市には親子で集える施設がたくさんあります。親と子が友だちを見つけたり子どもへの関わり
方を学んだり、子育ての相談ができます。また、お父さんお母さんの就労を支援する施設もあります。

皆さんの子育てを応援します

仕事が休めなくて利用しました。とても
不安でしたが、迎えに行くと楽しく過ご
せたようで、ニコニコして遊んでいまし
た。預かってくれる所があり助かります！

児童館
月～土曜日　午前９時～午後５時
　幼児から 18 歳未満のすべての子ども、子育て
親子など利用できます。いつでも遊びに来てね！
※幼児は保護者同伴でお願いします

子育て支援センター
「�いつも温かく笑顔で迎えてくれる行きやすい雰
囲気で、子育ての相談も気軽にでき、母親同
士の情報交換や講習講座など、自分のために
なっています」
「�いつも、支援センターの存在がありがたいです。
家を出て、良い気分転換になります。すてきな
出会いに感謝です」

つどいの広場（おさか童夢）
「�自然いっぱいのおさか童夢は私（母）のいや
しの場所です」
「�広〜いお部屋とお外でのびの〜び遊んでいま
す。おさか童夢が大好きです！」

利
用
者
の
声



わ わく く ネ トッ 山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園

23　2013.4.1　広報やまが

ふるさとに育まれ
すくすく育て！内田っこ !!

内田保育園☎ 48− 9123
　これまで、保護者の皆さ
んや地域に支えられ、たく
さんの卒園児を送り出し、
歩んできた長い歴史を平
成25 年度いよいよ閉じる
ことになりました。

　今、子どもたちをスムーズに次へと繋ぐために、菊鹿地区の
５つの公私立保育園ではいろいろな交流を行い、お互いの
保育園へ、行ったり来たりして楽しく過ごしています。前回は、
年長児の交流として〈生ごみ菌ちゃんの
リサイクル土作り〉を行いました。吉田俊
道先生の指導のもと、野菜クズをちぎっ
て、ボカシと混ぜて、生長点などを見つ
けては、「ここにもあった！」「こっちがいっぱいあるばい！」と
お互いに見せ合い、すっかり仲良くなったようでした。
　少ない人数では経験のできない、同年齢同士の遊びがで
きるよう、本年度もしっかり交流を深め、子どもたちを繋ぎ、残
された時間を大切に過ごしていきたいと思います。地域の皆
さま、いつも温かく見守っていただきありがとうございました。
残り少なくなりましたが、どうぞ、いつでも遊びに来てください。
内田保育園はよか所です!!

　米田小学校は、現在、児童数 114 人、PTA 数 86 戸
で自然環境に恵まれた学校です。
　本校では、以前から伝統的に『心の教育』に取り組
んでいます。その一つが「歌声づくり」です。音楽の
授業、毎日の朝の活動、毎月の音楽集会とそれぞれの
時間で学級や全校で心を合わせて美しい歌声づくりに
取り組んでいます。その成果を発表する場として、毎
年山鹿市南部ブロック小中学校音楽会に全校児童で参
加したり、米田っ子ふれあい秋まつりで地域の方々に

発表したりしています。美しく澄んだ歌声のハーモ
ニーは素直な心を育みます。
　また、「道徳教
育」にも取り組
んでいます。平
成 17・18 年度に

「 心 の 教 育 研 究
校 」、 平 成 24 年
度には道徳教育
総合支援事業「熊
本の心」活用事
業研究の県指定を受けて道徳教育の充実に取り組んで
きました。その成果として心豊かな米田っ子がすくす
くと育っています。
　本年度も米田っ子が毎日生き生きと学校生活を送れ
るようさまざまな取り組みを行い、学校・家庭・地域
が共に連携し、子どもたちの成長を見つめ続けていき
たいと思います。

心豊かな米田っ子の育成を目指して
～美しいハーモニーの歌声響く米田小学校～

米田小学校

たのしいお話の世界
山鹿若葉保育園☎ 43− 7187

　小学校や老人施設な
どで「お話会」の活動
をしているお話グループ

「猪
い

々
い

会
か い

」の皆さんに
年に２回ほど来ていた
だいています。猪々会
の皆さんは、台本を持

って音読する「朗読劇」に近いスタイルでお話をしてくださ
います。子どもたちは「絵本の読み聞かせ」の時以上に、
お話しをしてくれる方の声のトーンや表情によって物語の世
界へ引き込まれていきます。このお話会を通して「想像し
ながらお話を楽しむ」ことを経験してほしいと思っています。
また、アコーディオンで「かえるのうた」や「てをたたきまし
ょう」などの子どもたちがよく知っている歌を伴奏していただ
き、みんなで歌うこともあります。子どもたちもとっても楽し

みにしているお話会です。

南部ブロック音楽会での全校合唱

公開授業研究会の授業



このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、
山鹿健康福祉センター内　健康増進課（保健師）☎４３‐００５０
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６
母子健康手帳交付
13:30 ～ 15:30 受付

【山健福】

１歳６か月児健診
〔山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央、23年8月生〕
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

７ ８ ９ 10 11 12 13
母子健康手帳交付
13:30 ～ 15:30 受付

【山健福】

３・４か月児健診
（24年 12 月生）
７・８か月児健診
（24年 8月生）
（三玉・菊鹿・鹿本）
13:15 ～ 13:45 受付

【ひだまり】
14 15 16 17 18 19 20

母子健康手帳交付
13:30 ～ 15:30 受付

【山健福】

３・４か月児健診
〔山鹿（三玉を除く）・鹿
北・鹿央、24年 12月生〕
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

３歳児健診
〔山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央、21年12月生〕
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

21 22 23 24 25 26 27
母子健康手帳交付
13:30 ～ 15:30 受付

【山健福】

７・８か月児健診
〔山鹿 (三玉を除く)・鹿
北・鹿央、24年 8月生〕
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

１歳６か月児健診
（大道・三玉・菊鹿・鹿本、
23年 8月生 )
13:15 ～ 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
〔大道・三玉・菊鹿・鹿本、
21年 12月生〕
13:15 ～ 13:45 受付

【ひだまり】

28 29 30

場所の省略表記 【ひまわり館】　菊鹿健康福祉センター
　　　　　　ひまわり館
【鹿央多目】　鹿央多目的研修センター
【鹿北市民】　鹿北市民センター
【カルチャー】　カルチャースポーツセンター

【山�健 �福】　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本生涯学習
　　　　　　健康セ�ンターひだまり

４健康カレンダー
月

母子健康手帳交付時に持参するもの
◦妊娠証明書◦印鑑
◦上のお子さんの母子健康手帳
※�母子健康手帳交付の日程で都合が悪い場合
は、相談に応じますのでご連絡ください。

　山鹿市医師修学資金貸与者事業は、将来医師として山
鹿市民医療センターに勤務し、地域医療に貢献する意思
のある医学生に修学資金を貸与することで、医師の確保
と地域住民の健康保持・増進を図ることを目的としてい
ます。
◦募集人員　若干名（国公立）
◦募集期間　４月 26日㈮まで
※�手続については、山鹿市および山鹿市民医療センター
のホームページに募集要項などを掲載していますの
で、ご覧ください。
◦問い合わせ先　健康増進課　　☎ 43‐ 0050
　山鹿市民医療センター管理課　☎ 44‐ 2185
　山鹿市民医療センターホームページ
　http://yamaga-medical-center.jp

平成25年度山鹿市医師修学資金貸与者募集

乳幼児健診の対象のお子
さんには個別通知を出し
ています。届いていない
場合は、健康増進課へ連
絡してください。

● 昭和の日

献血にご協力ください
【献血日】４月 15日㈪
◦鹿北市民センター
　受付時間　��9：30 ～ 11：30
◦ＪＡかもと鹿北支所
　受付時間　13：00 ～ 15：30

　新しいダニ媒介性疾患「重症熱性血小板減少症候群（Ｓ
ＦＴＳ）」の患者４人（いずれも死亡）が国内で確認さ
れました。
　これから春になり暖かくなってくると、山林や草地な
ど野外で活動する機会が増えますが、マダニは、春から
秋にかけて活動が活発になりますので、以下のことに注
意してください。
①マダニにかまれないことが重要
②�森林や草地などマダニが多く生息する場所に入る場合
は、長袖、長ズボン、足を完全に覆う靴などを着用し
て肌の露出を少なくする
③�屋外活動後はマダニにかまれていないか確認する
④�吸血中のマダニに気付いた時は、速やかに病院で処置
⑤�マダニにかまれた後、発熱などの症状があるときは、
病院を受診

ダニ媒介性疾患の予防対策
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山鹿市民
医療センター通信
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山鹿市民医療センター
救命救急室長

吉岡　明子
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Vol.48

口こ
う
く
う腔

ア
レ
ル
ギ
ー
症
候
群

　

花
粉
と
食
物
の
不
思
議
な
関
係レ

ル
ギ
ー
症
状
を
生
じ
た
状
態
」
を

言
い
、
多
く
の
場
合
は
花
粉
症
に
合

併
し
ま
す
。
花
粉
と
食
物
と
に
含
ま

れ
る
物
質
の
形
が
似
て
い
る
た
め
に
、

花
粉
症
の
人
が
、
あ
る
食
物
を
食
べ

る
こ
と
で
花
粉
症
と
同
様
に
ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
が
起
き
て
し
ま
う
の
で
す
。

花
粉
症
の
原
因
ご
と
に
Ｏ
Ａ
Ｓ
を
生

じ
る
食
物
も
異
な
り
ま
す
。

　
「
花
粉
症
＝
Ｏ
Ａ
Ｓ
を
必
ず
合
併

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
が
、

Ｏ
Ａ
Ｓ
の
原
因
食
物
を
食
べ
続
け
る

と
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
重
症
化
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
現
在
は
血
液
検

査
の
み
で
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
が
判

る
も
の
も
多
く
な
り
ま
し
た
。「
①

花
粉
症
」
か
つ
「
②
あ
る
食
物
で
口

の
周
囲
に
か
ゆ
み
な
ど
が
で
る
」
人

は
、
一
度
、
検
査
を
受
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
桜
。で
も
、

「
桜
の
季
節
＝
悩
み
の
季
節
」
と
い

う
人
が
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
す
か
？
悩
み
の
原
因
は
「
花

粉
症
」
で
す
。
今
回
は
、
花
粉
症
に

関
連
し
た
病
気
で
あ
る
「
口
腔
ア
レ

ル
ギ
ー
症
候
群(

Ｏ
Ａ
Ｓ)

」
に
つ
い

て
の
お
話
で
す
。

　

花
粉
症
は
、
樹
木
や
植
物
の
花
粉

へ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
と
し
て
、
鼻
炎

症
状
や
目
の
か
ゆ
み
・
充
血
な
ど
が

起
き
ま
す
。
2
月
頃
か
ら
始
ま
る
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
が
有
名
で
す
が
、
ブ
ナ
・

コ
ナ
ラ
、
ハ
ン
ノ
キ
・
シ
ラ
カ
ン
バ
の

場
合
は
桜
の
季
節
の
前
後
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
イ
ネ
科
の
カ
モ
ガ
ヤ
は
稲

の
花
が
咲
く
5
月
頃
か
ら
、
ブ
タ
ク

サ
・
ヨ
モ
ギ
は
8
月
頃
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
始
ま
り
ま
す
。

　
「
口
腔
ア
レ
ル
ギ
ー
症
候
群
」と
は
、

「
あ
る
食
物
を
食
べ
る
こ
と
で
口
や

唇
、
喉の

ど

な
ど
口
腔
粘
膜
や
そ
の
周
囲

に
か
ゆ
み
や
イ
ガ
イ
ガ
感
な
ど
の
ア

※�山鹿市以外のかかりつけ医療機関で接種を希望する場合は、
　かかりつけの医療機関にお問い合わせください。

平成 25年度　個別予防接種協力医療機関
子どもの予防接種に行く前は、予防接種手帳や説明書で確認し、医療機関へ予約しましょう

医療機関名 連絡先
☎

定期予防接種

Hib 小児用肺
炎球菌 ４種混合 BCG 三種混合 単独不活化ポリオ

ＭＲ 日本脳炎 二種混合（実施月）子宮頸がん１・２期 １期 ２期
1 井上産婦人科医院 44-6615 − − − − − − − − − − ◦
2 井上小児科医院 44-5628 ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦（年間） ◦
3 上塚外科胃腸科医院 43-6655 − − − − − − − − − − ◦
4 うちだ内科医院 44-5800 − − − − − − − − − ◦（年間） ◦
5 大坪内科呼吸器科医院 44-7722 − − − − − − − − − − ◦
6 大橋通クリニック 44-5161 − − − − − − − − ◦ − −
7 きくか松岡クリニック 48-2055 ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ 年間 ◦
8 桑木内科 46-2063 − − ◦ − ◦ − ◦ − − − −
9 小林医院 32-3893 − − − − − − − − − − ◦
10 坂本医院 44-2763 ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦（年間） ◦
11 さがわ医院 44-2540 − − − − − − − − − − ◦
12 徳永循環器科内科医院 44-3111 ◦ ◦ − − − − − − ◦ ◦（８月） ◦
13 中川医院 46-3106 ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦（年間） ◦
14 東内科小児科医院 44-3444 ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ ◦（年間） ◦
15 平井藤岡医院 46-2146 − − − − ◦ ◦ ◦ − − ◦（年間） −
16 藤原クリニック 42-8887 − − − − − − − − − − ◦
17 保利病院 43-1212 − − − − − − − − − − ◦
18 三森循環器科呼吸器科病院 42-1234 − − − − − − − − − ◦（８月） ◦
19 もろとみ医院 46-2146 − − − − − − − − − ◦ ７・８月 −
20 山鹿温泉リハビリテーション病院 43-4151 − − − − − − − − ◦ ◦（８月） −
21 やまがクリニック 41-5433 ◦ ◦ − − − − − − − − −
22 幸村医院 36-2000 ◦ ◦ ◦ − ◦ ◦ ◦ ◦ ◦ − ◦
23 横手医院 44-2773 − − − − − − − − − − ◦
24 吉里医院 43-2188 − − − − − − − − − − ◦
25 山鹿市民医療センター 44-2185 − − − − − − − − − − ◦
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マイバッグ利用推進の
取り組みが始まりました

　山鹿市では、『マイバッグを持参しての買い物運動』を推進しています。4 月 1 日から
一部の店舗で、マイバッグの利用推進やレジ袋の有料化などの取り組みが始まりました。

マイバッグを利用する際のお願い
◎買い物には、必ず店に備え付けのカゴを利用し、店内では、マイバッグは広げないようにしましょう

かごの中で広げておくと、万引きなどに間違
われる可能性があります

買い物中は小さくたたんで、買い物かごやバッ
グの中に入れておきましょう

◎マイバッグはレジ袋の代わりです。レジの精算が終わってから、マイバッグを使いましょう

精算が終わったら、マイバッグに商品を入れ
ましょう

レジではマイバッグを利用することを事前に
伝えましょう

◎店に備え付けのカゴやカートは、必ず返却しましょう

駐車場に放置したままにしておくと、他の人
の迷惑になります

カゴやカートを利用したら、カゴ・カート置
き場に返却しましょう

問い合わせ先…環境課　☎４３－７２１１
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環境だより環境だより

問…環境課　☎43-7211

　

建
設
候
補
地
６
カ
所
の
比
較
を
行
う
た
め
の
評
価
項
目
を
、
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
検
討
委
員
会
で
定
め
ま

し
た
。
今
後
は
、
６
カ
所
の
建
設
候
補
地
の
状
況
を
評
価
項
目
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
評
価
し
ま
す
。　

廃
棄
物
処
理
施
設

　
　
建
設
へ
向
け
て

評価項目 評価する理由 評価の手法

環
境
条
件

建設候補地周
辺の住宅等の
近接状況

施設稼働および収集車の通行による環
境影響や交通安全などに配慮が必要と
考えられるため。

建設候補地および周辺の住宅、教
育施設、福祉施設などを住宅地図
および現況調査により把握する。

地球温暖化へ
の影響

収集運搬車両等の走行に伴って毎日発
生する二酸化炭素が地球温暖化へ与え
る影響に配慮する必要があるため。

ごみの量を勘案し、「市役所、各
総合支所および広域施設との
残
ざ ん さ

渣運搬距離」を基に燃料消費量
を算出し、二酸化炭素排出量を算
出する。

候補地の開発
行為による山
林改変面積

地下水涵
か ん よ う

養や生態系といった貴重な自
然環境の保全や配慮が必要となるた
め。

建設候補地および周辺の山林の
有無や特性を住宅地図および現
況調査により把握する。

社
会
条
件

搬入道路を整
備する際の用
地取得の容易
性

搬入道路を整備する際の用地取得に要
する時間が整備スケジュールに影響を
及ぼすため。

搬入道路を整備する際に必要な、
民有地部分の総延長を算出し把
握する。

農振地域の指
定を解除する
必要性

指定解除に要する時間が整備スケ
ジュールに影響を及ぼすため。また、
周辺の農地へ与える影響に配慮する必
要があるため。

関係部署に問い合わせ、具体的な
内容を確認する。

土地利用の可
能性

敷地の形状や土地の起伏が施設の有効
な配置に影響を及ぼす場合があるた
め。また、災害時に大量に出る廃棄物
の一時保管場所の確保などに影響を及
ぼす場合があるため。

施設の概略的な配置を行い、敷地
の形状や土地の起伏とのおさま
りに問題がないか確認する。

経
済
条
件

整備費 必要な機能を確保するための費用が、
安価であることが望まれるため。

建設候補地での概略的な配置に
基づき、用地取得、敷地造成、搬
入道路に関する概算整備費を算
出する。

収集運搬費 ごみの収集運搬効率がよく、焼却後の
残
ざ ん さ

渣および広域施設の残渣の処理に便
利な場所で費用が安価であることが望
まれるため。

ごみの量を勘案し、「市役所、各
総合支所および広域施設との残
渣運搬距離」を基に費用を算出す
る。
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湯
町
橋
は
一
九
七
三

（
昭
和
四
十
八
）
年
に

河
川
改
修
の
た
め
解
体

さ
れ
、
一
九
七
五
年
に

「
日
輪
寺
」
境
内
に
移

築
復
元
さ
れ
た
後
、

一
九
八
〇
年
に
熊
本
県

の
重
要
文
化
財
（
建
造

物
）
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
橋
は
江
戸
時

代
に
熊
本
か
ら
山
鹿

（
湯
町
）
を
通
り
南
関

～
小
倉
に
達
す
る
豊
前

街
道
（
藩
政
時
代
に
熊

本
城
下
と
豊
前
小
倉
を
結
ん
だ
主
要
道
路
で
、
参
勤
交
代
の

ル
ー
ト
）、
現
在
の
国
道
四
四
三
号
が
菊
池
川
支
流
の
吉
田
川

（
別
称
「
湯
町
川
」）
と
交
差
す
る
場
所
に
架
け
ら
れ
て
い
た
二

連
式
の
眼
鏡
橋
で
す
。
現
在
、
こ
の
場
所
に
は
同
名
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
、
湯
町
橋
は
一
八
一
四
（
文
化
十
一
）
年
に
築
造

さ
れ
た
石
橋
で
、
規
模
は
長
さ
一
七
・
七
ｍ
、
幅
四
・
八
ｍ
、
高

さ
四
・
〇
ｍ
で
、
石
材
は
凝ぎ

ょ
う
か
い
が
ん

灰
岩
（
地
元
で
は
鍋な

べ
た
い
し

田
石
と
呼
ぶ
）

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
楔く

さ
び
い
し石
に
刻
ま
れ
た
文
言
か
ら
架

橋
年
月
や
石
工
が
山
鹿
市
鍋
田
と
保ほ

だ

た

多
田
の
住
民
だ
っ
た
こ
と

な
ど
築
造
に
携
わ
っ
た
関
係
者
の
名
前
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
橋
は
、
実
用
性
を
重
ん
じ
た
重
厚
な
感
じ
を
与
え
る
石

連載第90回

湯ゆ

ま

ち町
橋ば

し

（
山
鹿
市
杉
）

買
い
取
ら
れ
た
貴
金
属
の　

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す

【
事
例
】

●　

 「
不
用
品
な
ど
を
買
い
取
る
」
と
電
話
が
あ
り
来
訪

し
て
も
ら
っ
た
。
業
者
は
用
意
し
て
お
い
た
も
の
は

ざ
っ
と
見
た
だ
け
で
「
貴
金
属
は
な
い
か
」
と
あ

ま
り
に
も
し
つ
こ
く
言
わ
れ
、
仕
方
な
く
金
の
ネ
ッ

ク
レ
ス
な
ど
を
見
せ
た
ら
「
売
っ
て
ほ
し
い
」
と
言

わ
れ
た
。
断
っ
た
が
業
者
の
様
子
が
怖
か
っ
た
し
、

帰
っ
て
く
れ
な
い
た
め
、
あ
き
ら
め
て
売
却
し
た
。

　

冷
静
に
な
る
と
後
悔
し
、
数
日
後
「
返
し
て
ほ

し
い
」
と
連
絡
し
た
が
「
す
で
に
手
元
に
な
い
し
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で
き
な
い
」
と
断
ら
れ
た
。

本
当
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で
き
な
い
の
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●　

 

こ
れ
ま
で
は
、
訪
問
し
た
業
者
が
貴
金
属
な
ど
を

買
い
取
る
「
訪
問
購
入
」
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

の
制
度
は
な
く
、
あ
と
に
な
っ
て
返
品
を
求
め
て

も
「
す
で
に
処
分
し
た
」
な
ど
と
言
わ
れ
取
り
戻

せ
な
い
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

●　

 

平
成
25
年
２
月
21
日
か
ら
、
訪
問
購
入
に
も
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
が
導
入
さ
れ
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
８
日
以
内
で

あ
れ
ば
無
条
件
に
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
適
用
外
の
商
品
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
…
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
商
工
課
内
）

☎
４
３
‐
１
４
１
３

　
　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

橋
と
言
わ
れ
、
植
木
町
の

豊
岡
橋
に
次
ぐ
県
内
屈
指

の
古
い
石
橋
で
す
。

　

保
存
さ
れ
て
い
る
場
所

は
、
日
輪
寺
公
園
の
駐
車

場
に
隣
接
し
て
い
て
、
自

由
に
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
　
　
　

紹
介
者

　
　
　
　
　

山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員　

　
　
　
　
　
　

前
田　

軍
治
さ
ん
（
山
鹿
市
山
鹿
）　

◎山鹿市役所

国道３２５号

国道４４３号 国
道
３
号

菊　池　川

吉 田 川

岩
　野
　川

卍 日輪寺
湯町橋（移築後、現在）

さくら湯
移築前の
湯町橋の位置

日輪寺境内に移築された湯町橋

湯町橋位置図
楔石に刻まれている
架橋年・石工名など

湯町橋の楔石
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山　鹿
　山　鹿　宇野忠三郎さん (83)　村田　信子さん (63)
　　　　　德永　麗子さん (85)　立山　仁美さん (60)
　　　　　池田富美香さん (80)　津田八洲男さん (76)
　　　　　田中　キミさん (80)　浦田　國春さん (82)
　　　　　前田　賢二さん (90)　本田勝太郎さん (89)
　米　田　神﨑ふしへさん (101)
　川　辺　池田　初根さん (93)　林　　　昭さん (82)
　八　幡　小材　喜彬さん (89)　吉丸美奈子さん (58)
　　　　　谷崎　　實さん (75)　山部　博文さん (79)
　平小城　吉本　正利さん (88)　疋田　一郎さん (90)
　　　　　堤　　益實さん (80)
　三　岳　佐藤　テルさん (91)　有働　英昭さん (77)
　　　　　手島マサヱさん (87)　古江百合子さん (79)
　三　玉　池田サダ子さん (81)　渕上伊都子さん (96)
　　　　　立山　憲道さん (93)　内野　健一さん (66)
　大　道　竹下　恒昭さん (85)　森本タツ子さん (84)
　　　　　野田マツコさん (94)

２

鹿　北
　岳　間　深牧チトセさん (89)
　岩　野　内藤　德明さん (53)　松本喜美子さん (77)
　　　　　福岡　昭生さん (82)
　広　見　池田　富子さん (69)
菊　鹿
　内　田　中野　孝幸さん (60)　坂本　高博さん (62)
　　　　　益永　一幸さん (81)　古家愼太郎さん (78)
　　　　　栗原祐一郎さん (64)
　六　郷　冨田ミツコさん (96)
　城　北　森田　康博さん (88)　松岡　世智さん (95)
　　　　　平井　一光さん (83)
鹿　本
　来　民　福山　文代さん (84)　宮崎ハツミさん (92)
　　　　　田中イツコさん (95)　高田テル子さん (93)
　　　　　河崎マサヱさん (89)　垂水　　清さん (88)
　　　　　鶴田ヨシ子さん (95)
　稲　田　工藤　トヨさん (89)　金光　浩子さん (92)
　中　富　本田　　博さん (92)　古莊　ユキさん (86)
鹿　央
　千　田　城　由紀子さん (76)　廣瀨　早子さん (89)
　米野岳　米加田幸隆さん (84)　森山　治禧さん (97)
　山　内　柳瀬セツ子さん (88)　松村　　深さん (97)

う ぶ ご え

お く や み

およろこび

山　鹿

　山　鹿　井芹　優
ゆ う な

菜さん　渡邊　颯
そ う た

大さん
　　　　　山地　翔

し ょ う た

太さん　塚本あさひさん
　　　　　橋村　梅

ま い な

那さん　髙山　　暖
は る

さん
　　　　　垂水　春

は る き

樹さん
　米　田　廣瀬　凜

り ん の

乃さん
　川　辺　上田　妃

ひ な

菜さん　坂本　遥
は る と

飛さん
　八　幡　鹿子木奏

そ う す け

介さん
　三　玉　立山　彩

い ろ は

葉さん
　大　道　廣瀬　将

し ょ う た

太さん　下川　明
あ か り

梨さん
　　　　　西山　　楓

かえで

さん　中野　　奏
かなで

さん

※２月中の届出のうち、本庁・総合支所で受け付けた掲載希望者分を掲載しています

鹿　北

　岳　間　一法師真
ま り の

理乃さん　山浦　理
り さ

紗さん
　広　見　野中　柚

ゆ ず き

希さん
菊　鹿

　内　田　原口　柊
し ゅ う ま

真さん
　六　郷　君原さつきさん　松本　笑

え な

那さん
　　　　　田中　彪

ひ ゅ う が

雅さん　上野ひかりさん
　城　北　髙木　　湊

みなと

さん　長野　稟
あ れ ん

蘭さん
鹿　本

　来　民　吉永　真
ま な と

将さん　船津　海
か い と

翔さん
鹿　央

　千　田　森川　　凛
り ん

さん
　米野岳　前野陽

ひ ゅ う が

優雅さん
　山　内　畑山　七

な な み

海さん　續　　直
な お や

哉さん
　　　　　有働　慶

け い じ

士さん

山　鹿
　山　鹿　丸山　農聡さん♥佐藤　祥子さん
　　　　　森　　智弘さん♥迎田　奈美さん
　　　　　牧　　晃司さん♥立山　睦子さん
　　　　　松下　祐樹さん♥三島夕莉子さん
　大　道　野村　翔太さん♥坂梨　絵理さん
　　　　　境　　智幸さん♥奥村智恵子さん
　　　　　西山　隆徳さん♥水流　舞子さん

鹿　北
　岳　間　吉里　健太さん♥田中　万葉さん
　岩　野　内野　大樹さん♥益本　知佳さん
　　　　　古川　貴一さん♥濵﨑　杏奈さん
菊　鹿
　内　田　宮崎　　繁さん♥藤芳真佐美さん
　城　北　長野　星矢さん♥ｽﾎﾟﾝﾏ､ﾜﾝｳｨﾓﾝさん
鹿　本
　来　民　篠原　慎一さん♥渡邊　麻里さん
　　　　　井上　辰洋さん♥河野　真里さん
鹿　央
　山　内　福田晃士朗さん♥河野　マキさん
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講座名 曜日 時間 会場 定員
1 女性料理教室 第３土 10：00 〜 山鹿 25
2 男性料理教室 第１土 10：00 〜 山鹿 25
3 女性料理教室 第１月 18：00 〜 鹿央 15
4 男性料理教室 第１火 16：30 〜 鹿央 15
5 生花教室 第２・４土  9：30 〜 山鹿 20
6 生花教室 第２・４水 13：30 〜 鹿本 15
７ パソコン教室 第２・４水 19：00 〜 山鹿 15
8 パソコン教室 第１・３月 19：00 〜 鹿央 12
9 手芸教室 第１・３土 19：30 〜 鹿本 15
10 パッチワーク教室 第２・４水 20：00 〜 鹿央 15
11 マジック教室 第１・３水 19：00 〜 鹿央 15
12 太極拳教室 第１・３火 13：30 〜 山鹿 20
13 ハワイアン・フラ教室 第１・３月 13：30 〜 山鹿 25
14 フラダンス教室 第２・４木 20：00 〜 鹿本 15
15 ３Ｂ体操教室 第２・４金 20：00 〜 鹿本 20
16 健康体操教室 第１・３金 10：00 〜 鹿本 15
17 書道教室 第１・３月 20：00 〜 鹿本 15
18 健康体操教室 第１・３金 20：00 〜 鹿央 15
19 コーラス教室 第２・４土 19：30 〜 山鹿 20
20 書道教室 第２・４土 13：30 〜 鹿本 15
21 カラオケ教室 第１・３月 13：30 〜 鹿本 15
22 カラオケ教室 第１・３土 20：00 〜 鹿本 15
23 カラオケ教室 第１・３土 20：00 〜 鹿央 15

※隣保館とは、
　地域のコミュニティセン
ターとして地域住民の福祉
の向上や住民交流の促進を
目的とし、さまざまな人権
問題解決のための人権啓発
の拠点となる施設です。

講座期間 ５月から翌年３月まで
受講料 受講料は無料ですが、材料代は全て受講生負担です。

申込方法 近くの隣保館で申し込んでください。（申し込み用紙は各隣保
館にあります）

受講資格 原則山鹿市在住、在勤者
申込期間 ４月５日㈮～ 12日㈮（平日：午前８時半～午後５時）

その他 電話での申し込みはできません。原則として先着順受け付けで
すが、定員を超えた場合は新規受講生を優先とします。

連絡先

山鹿隣保館 ☎ 43‐ 1133
鹿本隣保館（社会文化センター） ☎ 46‐ 2325
鹿央隣保館（鹿央文化センター） ☎ 36‐ 3133
人権啓発課� ☎ 43 ‐ 1199

隣保館で広げよう♪交流の輪
平成 25 年度隣保館教養講座受講生募集
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　飼い犬には、年に１回必ず狂犬病予防注射をしましょう。
◦�注射料金　3,000 円　◦�新規登録料　3,000 円
※ お住まいの地域以外や動物病院でも受けることができます。
※雨天時は中止する場合があります。環境課へお問い合わせください。
※飼い犬のフン尿の後始末は、飼い主が責任を持って行ってください。
問環境課　☎ 43 ‐ 7211

狂犬病予防注射お知
せら

狂犬病予防注射日程
地域 月日 ( 曜） 時　　間 会　　　　場

鹿北
4/8 ㈪

9：30 ～ 10：30 椎持研修センター
11：00 ～ 12：00 広見研修センター

4/9 ㈫ 9：30 ～ 11：30 鹿北総合支所

菊鹿
4/10 ㈬ 9：30 ～ 11：30 内田構造改善センター
4/11 ㈭ 9：30 ～ 11：30 城北体育館
4/12 ㈮ 9：30 ～ 11：30 菊鹿総合支所

鹿本

4/9 ㈫
9：30 ～ 10：30 木望館（高橋区公民館）
11：00 ～ 11：30 石渕公民館

4/10 ㈬
9：30 ～ 10：30 ゆめほたる
10：45 ～ 11：45 下分田センター

4/11 ㈭ 9：30 ～ 11：00 鹿本総合支所

鹿央
4/15 ㈪

9：30 ～ 10：30 千田保育所跡
11：00 ～ 12：00 岩原公民館

4/16 ㈫
9：30 ～ 10：30 仁王堂倉庫
11：00 ～ 12：00 鹿央総合支所

山鹿

4/15 ㈪
9：30 ～ 10：30 平小城地区公民館
11：00 ～ 12：00 川辺地区公民館

4/16 ㈫
10：00 ～ 10：30 小坂公民館
11：00 ～ 12：00 三岳地区公民館

4/17 ㈬

9：00 ～ 10：00 カルチャースポーツセンター第 2駐車場
9：30 ～ 10：30 小原公民館
10：30 ～ 12：00 三玉地区公民館
11：00 ～ 12：00 米田地区公民館

4/18 ㈭
9：30 ～ 10：30 山鹿勤労福祉会館
11：00 ～ 12：00 日置コミュニティーセンター

4/21 ㈰
10：00 ～ 12：00

山鹿市役所裏側駐車場
13：00 ～ 15：00

予備日
鹿北

5/26 ㈰

9:00 ～ 9:30
鹿北総合支所

菊鹿 菊鹿総合支所
鹿央

10:30 ～ 11:00
鹿央総合支所

鹿本 鹿本総合支所
山鹿 12:00 ～ 12:30 山鹿市役所裏側駐車場

　職業訓練内容の詳しい説明と実際
に訓練を行っている実習風景の見学
を行います。
◦�日時　４月17 日㈬（１回目）
　　　　５月15 日㈬（２回目）
　午前９時半〜午後３時半
◦�内容　各科訓練内容の説明・キャ

リア（職業・技能上の経歴）形成
の必要性について・各科実習の見
学など
◦�申し込み・問い合わせ先　
　ポリテクセンター荒尾
　☎ 0968 ‐ 62 ‐ 0179

職業訓練内容説明会お知
せら

毎年注射してね

訂正とおわび
　飼主登録している皆さんに送
付した「平成 24 年度　畜犬登
録・注射票兼申請書」は「平成
25 年度」の誤りでした。訂正
しておわびします。



広報やまが　2013.4.1　32

無料墓地
日輪寺に新たに檀家入りされますと
、墓地（1.8ｍ×1.8ｍ）を無料にて
ご提供いたします（委細面談の上）
※お申し込み多数の場合は抽選になります。
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　熊本県では、ひとり親家庭の子ど
もたちの学習を応援する「ひとり親
家庭応援の塾」と「地域の学習教室」
を開いています。
ひとり親家庭応援の塾
　学習塾での受講料割引の他、教材
提供などの支援が受けられます。
地域の学習教室
　地域に学びの場を確保し、同時に
学習支援者を募り、負担を抑えた安
心の学習環境を子どもたちに提供し
ています。
いずれも詳しくは「ひとり親家庭等
応援サイト」をご覧ください。
問 社会福祉法人熊本県母子寡婦福祉

連合会　☎ 096 ‐ 324 ‐ 2136

ひとり親家庭の子ども
たちへの学習支援

お知
せら

　意欲ある農林業者の皆さんを応援
するため、地域の実情にあった山鹿
市独自の補助事業説明会を実施しま
す。
◦�説明会期日・場所　
・４月８日㈪
　鹿北市民センター　生涯学習室
・４月９日㈫
　菊鹿公民館　大会議室
・４月 10 日㈬
　ひだまり　大会議室
・４月 11 日㈭
　鹿央多目的研修センター
・４月 12 日㈮
　山鹿市役所　３階会議室
◦�時間　午後１時半
問農林企画課　☎ 43 ‐ 1532

農林業者の皆さんへの
補助事業説明会

お知
せら

　平成 25 年４月から障害者総合支
援法の障害者の範囲に難病等の人が
加わります。
　対象となる人は、身体障害者手帳
の所持の有無に関わらず、必要と認
められる障害福祉サービスなどが受
けられます。
◦�対象者　対象疾患による障害があ

る人（対象疾患については、お問
い合わせください）
◦�手続き　対象疾患にかかっている

ことがわかる証明書（診断書また
は特定疾患医療受給者証など）を
持参し、いきがい推進課および各
総合支所に申請してください。

問いきがい推進課　☎ 43 ‐ 0052

難病等を治療中の
皆さんへ

お知
せら

　平成 25 年度固定資産税（土地・
家屋・償却資産）の価格を固定資産
課税台帳に登録しました。期間中に
縦覧することができます。
◦期間　４月１日㈪〜５月 31 日㈮
◦時間　午前８時半〜午後５時
　　　　（土日・祝日を除く）
◦場所　税務課および
　　　　各総合支所市民生活課
◦�縦覧に必要なもの　印鑑・身分証

明書（代理人の場合は委任状）
問税務課固定資産税係　☎43‐1121

固定資産課税台帳が
縦覧できます

お知
せら

夜間・休日収納窓口

◦�夜間　 ４ 月 25 日 ㈭ 〜 26 日 ㈮・
30 日㈫

 （平日）��午後５時半〜 8 時
◦休日　４月 21 日㈰
 （日曜）　午前９時〜午後５時
◦場所　税務課
※納税は便利な「口座振替」をご利
用ください。申込書は各金融機関に
備えてあります。
問税務課収納係　☎ 43 ‐ 1144

　ミツバチは、採蜜だけでなく果樹
類やイチゴ、メロン、スイカなど園
芸作物の花粉交配に不可欠です。
　これからかんきつ類の開花期を迎
えますが、この時期の農薬散布には、
次の点に注意してください。
① 農薬ラベルの使用上の注意事項を

よく確認し、ミツバチに影響のあ
る薬剤を使用する場合には特に注
意する

② 近くの養蜂家と巣箱の位置や防除
計画など事前に情報交換する

③ 防除時は、周辺を十分確認しミツ
バチや巣箱に農薬がかからないよ
うに注意する

問 熊本県農業技術課
　☎ 096 ‐ 333 ‐ 2381

ミツバチに対する農薬
危害を防止しましょう

お知
せら
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☆早い！安い！安心！
☆出張費無料！見積もり無料！
☆全メーカー対応！通販他社購入もOK！
☆販売もいたします。
　地元だからアフターサービスも万全！

◎４/８、９、10、11、12　５日間開催　

◎午前 9時～午後 6時　

◎山鹿市鹿北町芋生 4216-3　

　　みしんのとまと　　☎ 0968-32-4959　

ミシン修理のプロにおまかせ♪みしんのとまと

ミシン
特別セール
同時開催中

〈 
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◦�対象者　以下の全てに該当する人
① 山鹿地区交通安全協会の会員であ

ること（山鹿警察署管内に在住し、
免許更新時に交通安全協会費を納
めた人）

② 運転免許を取得後、平成 25 年６月
末日現在で、10 年、20 年、30 年、
40 年以上それぞれ経過している人

③ 平成 25 年６月末日から過去３年間
に交通違反（違反点数３点以内の
軽微な違反を含む）がない人

④ 過 去 10 年、20 年、30 年、40 年
の間に交通事故をおこしたり、交通
法令に違反して処分を受けたことの
ない人
◦�申し込み方法　免許証、印鑑を持

参のうえ、山鹿地区交通安全協会
事務局（山鹿警察署内）に申し込
んでください。（受付時間は、平日
の午前 8 時半から午後 5 時まで）
◦�申込期限　５月28 日㈫
問 山鹿地区交通安全協会事務局（山

鹿警察署内）　☎ 43 ‐ 1887

永年無事故運転者表彰
希望者募集

募集

　法律で２年に１回の定期検査が義務付けられています。
◦�検査対象となる計量器
　 商店などで商品の売買に使用するはかり・病院、薬局などで使用してい

る調剤用はかり・学校、病院、保育園などで使用している体重測定用の
はかり・農協、漁協など流通物資の集荷、出荷などに使用するはかり・
宅配などの運送業者等が貨物の運賃算出用に使用するはかり・農業、漁
業等の生産者が生産物などの売買に使用するはかり
◦�持参物　計量器、手数料（１台あたり 500 〜 2,200 円程度）
◦�日程　　４月 15 日㈪　鹿北総合支所　４月 16 日㈫　菊鹿総合支所
　　　　　４月 17 日㈬　鹿本総合支所　４月 18 日㈭　鹿央総合支所
　　　　　４月 19 日㈮　山鹿市役所
◦�受付時間　午前 10 時〜正午、午後１時〜３時
問商工課　☎ 43 ‐ 1413

計量器の定期検査お知
せら

◦�会場　山鹿市鹿本生涯学習・健康
センター「ひだまり」
◦�受講資格　高等学校卒業以上の学

力を有し、手話通訳活動を目指す人
◦�受講料　無料
※テキスト料など約 6,000 円必要です
◦�申込先　いきがい推進課（テキスト

料を添えて申し込んでください）
◦�申込期限　４月８日㈪

【入門課程】
◦�期日　４月23 日㈫〜７月30 日㈫
　　　　毎週火曜日
◦�時間　午後７時〜９時

【基礎課程】
◦�期日　９月３日㈫〜平成 26 年３月

25 日㈫　毎週火曜日
◦�時間　午後７時〜９時
※入門課程を履修した人に限ります
問財団法人熊本県ろう者福祉協会
　☎ 096 ‐ 383 ‐ 5587

手話通訳者養成講座募集

　手話が分からない、もしくは手話
よりも日本語の文字情報を望む聴覚
障がい者に対して、書いたり、パソ
コンで情報を伝える要約筆記者を養
成します。
◦�期日　４月25 日㈭〜 10 月31 日㈭
　　　　毎週木曜日
◦�時間　午前 10 時〜午後３時
◦�コース　手書きコース、パソコン

コース
◦�会場　熊本県身体障害者
　　　　福祉センター
◦�受講料　無料
※テキスト料など約 3,000 円必要です
◦�受講資格　高等学校卒業以上の学

力を有し、要約筆記活動を目指す人
◦�申込方法　電話で申し込み
◦�申込期限　４月 10 日㈬
問財団法人熊本県ろう者福祉協会
　☎ 096 ‐ 383 ‐ 5587

要約筆記者養成講座募集

⃞▶訂正とおわび
３月１日号ページ「街角ぐるっ
とナビ」に掲載した文に誤りが
ありました。川辺小学校（江藤
國光校長）は（船津龍雄校長）
の誤りでした。訂正しておわび
します。
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　技能検定は、働く人の有する技能・
知識を一定の基準で検定し、国が証明
する国家検定制度です。技能に対する
社会一般の評価を高め、働く人の技能
と地位の向上を図ることを目的に実施
しています。
　技能検定の合格者は、特級・１級・
単一等級は厚生労働大臣名、２級・３
級は熊本県知事名で合格証書が交付
され、「技能士」と称することができます。
◦�受付期間　４月８日㈪〜 19 日㈮
◦�実施期間　６月５日㈬〜９月10 日㈫
◦�合格発表　10 月４日㈮
　　　　　（３級は８月 23 日㈮）
※詳しくは、お問い合わせください
問熊本県職業能力開発協会
　☎ 096 ‐ 285 ‐ 5818

「技能検定」国家試験
受検者募集

募集
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　登記相談や悪質商法などの消費者
問題、多重債務問題など司法書士が
相談に応じます。１人で悩まずお気
軽にご相談ください。
◦�日時　４月５日㈮・19 日㈮
　午後６時〜９時
◦�場所　ひだまり
問熊本県司法書士会
　☎ 096 ‐ 364 ‐ 2890
　（予約受付番号）

司法書士無料相談相談

　安心して診療が受けられる環境作
りのお手伝いをしていただくボラン
ティアを募集しています。
　どなたでも参加できますので、お
気軽にお問い合わせください。
◦�活動内容
　 ①外来診療科、検査室、病棟など

への案内②受診に関わる代筆およ
び記載の手伝い③受付、会計、支
払い、院外処方箋ＦＡＸの案内④
自動再来受付機の操作説明⑤駐車
料割引機の操作説明⑥院内処方薬
受け取りの案内⑦目の不自由な人
の介助⑧車いすの手配と移動介助
⑨外国語の通訳⑩入院患者の病棟
への案内⑪安心して受診できる環
境作り（外来ロビーの整理整頓など）
◦�活動の時間帯　月曜日〜金曜日
　午前８時半〜午後５時
※活動内容、時間帯は相談に応じます
問 熊本大学医学部付属病院　
　医事ユニット☎096‐373‐5972

熊 大 病 院 で の ボ ラ ン
ティア活動員募集

募集

　市営住宅の入居には、入居申込
書の提出が必要です。希望する人は、
必ず住宅課に入居資格を確認のうえ、
申し込みください。
　平成 24 年度に入居できなかった人
で、平成 25 年度も引き続き入居を希
望する人は、４月中に更新手続きをす
ると、平成 24 年度申し込み受け付け
順位を考慮した入居の案内をします。
※ 入居申込みの有効期間は、申込

みをした日から平成 26 年３月 31
日までです。

※ 電話、ファックスでの受け付けは
行いません。また、虚偽の申し込
みは無効になります。

問住宅課　☎ 43 ‐ 1587

平成 25 年度
市営住宅入居者募集

募集

◦�受験資格
　（１） 昭和 58 年４月２日から平

成４年４月１日までに生まれ
た人

　（２） 平成４年４月２日以降に生
まれた人で次に掲げる人

　① 大学を卒業した人および平成
26 年３月までに大学を卒業す
る見込みの人

　② 人事院が①に掲げる人と同等の
資格があると認める人

◦�試験の程度　大学卒業程度
◦�申込受付期間　４月１日㈪〜11日㈭
◦�申し込み方法　人事院申込専用ア

ド レ ス（http://www.jinji-shiken.
go.jp/juken.html）で申し込み
◦�第一次試験　６月９日㈰
問山鹿税務署　☎ 44 ‐ 2181

国税専門官採用試験
受験者募集

募集

　山鹿市に住民登録がある人、もし
くは山鹿市在勤者で、かつ成年後見
制度について興味がある人、および
将来市民後見人として活動できる人
を募集します。
◦�期間　５月11 日㈯〜 11 月９日㈯
　　　　（全 10 回講座）
◦�募集人数　10 人
◦�募集期間　４月１日㈪〜 26 日㈮
◦�受講料　無料
※詳しくはお問い合わせください
問 山鹿市社会福祉協議会　やまが成

年後見センター　☎ 36 ‐ 9211

市民後見人養成講座
参加者募集

募集
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　東日本大震災復興支援ソングをメ
インに優しさとぬくもりを響かせま
す。支援の輪を広げるために、山鹿
温泉祭協賛事業でチャリティーとし
て開催します。
◦�日時　４月７日㈰午後２時開演
　　　　（１時半開場）
◦場所　天聴の蔵
◦入場料　無料
◦�内容　花は咲く、逢いたい、勇気

100％、負けないで、ほか
問山鹿市民合唱団
　☎ 44 ‐ 2994（村上）

春うららコンサート催し

　60 歳以上の皆さん、料理にチャ
レンジしませんか。包丁を持ったこ
とがない人大歓迎！料理ができるよ
うになれば、脳も体も生き生きとし
たライフスタイルを送ることができ
ますよ。
◦�対象　60 〜 70 歳代の男性
◦�日程　６月〜 11 月　６回コース
　　　　午前９時半〜午後１時
◦�場所　山鹿健康福祉センター
◦�内容　ごく簡単な料理から、酒の

つまみの一品まで！
◦�参加費　3,000 円（６回分）
◦�定員　20 人
◦�申込期限　５月 24 日㈮
問介護保険課地域包括支援センター
　☎ 43 ‐ 1077

シニア男性の
キッチンデビュー！

募集

４月

※主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問い合わせは、
八千代座までどうぞ　問☎ 44 ‐ 4004

開催日 行　事　名 時間 料金

７日㈰ 山鹿温泉祭
第 23 回「民踊と踊りの共演」 日中 無料

10 日㈬ 休館日

21 日㈰ 原田歌謡塾 11 周年記念発表会 日中 無料

27 日㈯ 第 15 回琴伝流大正琴琴響会発表会 日中 無料

28 日㈰ 晴々カラオケ発表会 日中 無料

29 日㈷ 東日本大震災被災地復興支援
ピュアハートコンサート in 八千代座 日中 無料

　無料のイベントです。プレゼント
も用意していますので、お気軽にお
越しください。
◦�日時　５月 14 日㈫
　　　　午前９時〜正午
◦場所　山鹿中央病院　外来ロビー
◦�内容　血圧測定・血糖測定・栄養

相談・福祉用具展示など
問山鹿中央病院　☎ 43 ‐ 6611

看護の日のイベント催し

　新緑がまぶしい、登山シーズン到
来。山開きに参加してみませんか。
●�日時　４月 29 日㈷
　　　　午前８時受け付け
●�集合場所　矢谷渓谷キャンプ場
問菊鹿総合支所市民生活課
　☎ 48 ‐ 3111

参加しませんか
第 28 回八方ヶ岳山開き

催し
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山鹿田添道場
JAかもと旧千田支所に常設道場を開設

お問い合わせ
田添まで
090-2083-6721

明るく　楽しく　自分に厳しく
　◎今なら入会金（5,000円）と空手着（9,000円）が無料
　◎荒尾教室（荒尾４中体育館２階）
　　こちらも入会金（5,000円）と空手着（9,000円）が無料

極真館

キャン
ペーン

〈 

有
料
広
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定例相談 仕事の相談はお気軽に
Y一　般
①正・准看護師　13 万 5 千円〜
②介護職　14 万円
③事務　13 万 5 千円〜
④調理　13 万 250 円〜
⑤鮮魚係　15 万円〜
⑥店内スタッフ　10 万 2 千 960 円
⑦版下制作　15 万円
⑧営業　13 万円
⑨設備社員　18 万円〜
⑩酪農作業員　16 万 5 千円〜
⑪大型運転手　28 万円〜
⑫清掃作業員　13 万 2 千円〜
⑬一般土木作業員　14万9千500円〜
Yパート
①正・准看護師　時給 900 円
②介護職　時給 700 円
③受付　時給 750 円
④食堂従事者　時給 750 円
⑤販売スタッフ　時給 780 円
⑥旅館スタッフ　時給 700 円〜
⑦送迎バス運転手　時給 800 円〜
⑧清掃作業員　時給 653 円
※�車をご利用の方は、センター裏の
駐車場をご利用ください。バスを
ご利用の方は、山鹿バスターミナ
ルが最寄りのバス停です。

問 山鹿市地域職業相談室（山鹿老人
福祉センター2階）　☎４3‐1724

相談は無料で、秘密は固く守ります。

税務相談
◦日時　４月 11 日㈭
　　　　午後 1 時半〜 4 時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北総合支所市民生活課
　☎ 32 ‐ 3111

年金出張相談
◦�日時　４月 10 日㈬・24 日㈬
　午前 10 時〜午後３時
　（正午〜午後１時を除く）
◦場所　市役所１階会議室
※相談日の５日前までに電話で予約
をお願いします。
問国保年金課　☎ 43 ‐ 1530

精神保健相談
　嘱託医による相談です。
◦日時　４月 11 日㈭（要予約）
　　　　午後２時〜４時
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ 44 ‐ 4121

障がい者・児相談
◦日時　毎週水曜日
　　　　午前９時〜 11 時半
◦場所　山鹿健康福祉センター
問いきがい推進課　☎ 43 ‐ 0052

認知症に関する相談
◦日時　毎月第２・第４木曜日
　　　　午前 10 時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問介護保険課地域包括支援センター
　☎ 43 ‐ 1077

消費生活相談
◦日時　毎週月〜金曜日
　　午前８時半〜午後５時 15 分
◦場所　市役所別館（商工課内）
問山鹿市消費生活センター
　☎ 43 ‐ 1413

社会保険労務士労働相談
◦日時　４月９日㈫午後１時〜４時
◦場所　市役所別館２階会議室
問商工課　☎ 43 ‐ 1413

心配ごと相談
　一人で悩まず、一度相談してみま
せんか。相談は、どこの会場でも受
けることができます。
【山鹿】
　①一般相談　４月５日㈮
　②�司法書士相談（成年後見・多重
債務・登記）　４月19 日㈮要予約

　③法律相談　４月 26 日㈮要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　   社協本所・山鹿支所
　　　　☎ 43 ‐ 1134
【鹿北】
　①一般相談　４月４日㈭
　②法律相談　４月 25 日㈭要予約
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ 32 ‐ 2696
【菊鹿】
　①一般相談　４月３日㈬
　②司法書士相談（登記関係）
　　４月 24 日㈬要予約
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　   ひまわり館　☎ 48 ‐ 5060
【鹿本】
　①一般相談　４月２日㈫
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ 46 ‐ 2206
【鹿央】
　①一般相談　４月１日㈪
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ 36 ‐ 3811
※相談の時間は、下記のとおりです。
一般相談
　午前 9 時〜正午
司法書士相談、法律相談
　午前 10 時〜正午
※�司法書士相談、法律相談は事前予
約が必要です。

問社会福祉協議会本所  ☎ 43 ‐ 1134

アルコール依存症相談日
◦日時　４月18 日㈭午後７時〜９時
◦場所　ひだまり◦主催　断酒友の会
問いきがい推進課　☎ 43 ‐ 0052
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オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、地域の小中学校などでのハンドボール教室の開
催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。

案内板（Information）
はこちら側からご覧ください　☞

日本ハンドボールリーグ　２連覇

＊都合で変更になる場合があります。(鹿本郡市医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

４
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

　
　
　

お
よ
び
当
番
薬
局

日 (曜） 診療時間：午前９時～午後５時 営業時間：午前９時～午後５時

7 日㈰ 後藤整形外科医院 / 幸村医院 岩下薬局

14 日㈰ 三森循環器科呼吸器科病院 岩下薬局 / 山鹿いちご薬局

21 日㈰ 平井藤岡医院 / 前原耳鼻咽喉科医院 岩下薬局 / グリーン・ファーマシイ

28 日㈰ 山鹿温泉リハビリテーション病院 / 大坂整形外科医院 岩下薬局

29 日㈷ 横手医院 / 松永整形外科リウマチ科 岩下薬局 / まつ薬局

㊗
　オムロンハンドボール部は開幕から連勝を続け、レギュラーシーズ
ンを１位で通過しました。
　レギュラーシーズンの上位３チームで行われるプレーオフの決勝
は、３月 10日東京駒沢体育館で行われ、広島メイプルレッズと対戦。
22対 21 で勝利し、２連覇を成し遂げました。
　決勝の前半は、相手にリードを許し８対 12で折り返しました。し
かし、後半からは速攻で連取して逆転。その後も両チーム譲らない一
進一退の攻防の末１点差で勝利を収めました。

リーグ１位
オムロン

リーグ２位 リーグ３位
広島メイプルレッズ北國銀行

22 21

19 23

☆
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介護予防サポーターを紹介します

　今回のフォーラムでは、『やまが認知症地域サポートリーダー』の活動紹介と今後の取り組み
発表、『在宅で最後まで暮らし続けるために』と題して二ノ坂保喜先生（福岡県・にのさかクリニッ
ク院長）に講演をしてもらいました。
　城北高校社会福祉科３年生は、認知症サポーター養成講座を受けて考えたことや今後の決
意を発表しました。地域の中で、それぞれの立場で自分達にできることを始めていくことが、認
知症になっても安心して暮らせるまちづくりにつながっていきます。『やまが認知症地域サポート
リーダー』の活動に市民の皆さんも参加しませんか。

認知症になっても安心して暮らせるまちづくりフォーラム
in やまが 2013（２月16日）

二ノ坂保喜先生 八幡・三玉圏域 菊鹿圏域

川辺・平小城・三岳圏域 鹿本圏域 和田要さん

大道圏域サポートリーダーによる体操 城北高校社会福祉科３年生の皆さん

　『温泉わくわく学校』に参加して介護予防サポーターに
なった１０人の皆さんを紹介します。
温泉わくわく学校に参加したきっかけ

「膝や腰の痛みから外出するのがおっくうになっていたが、
元気になりたいと思った」
参加した感想

「楽しかった」「腰の痛みが楽になった」
「背筋が伸びて姿勢がよくなった」「歩くのが楽になった」
今後したいこと

「習った運動を続けて元気でいたい」
「同世代の仲間と楽しみたい」
「人に迷惑をかけないようにしたい」「人の役に立ちたい」



山鹿市地域包括支援センターだより

39　2013.4.1　広報やまが

地域包括支援センターは高齢者の安定した生活を
支援する総合窓口です

市民の知恵袋

〈地域包括支援センターより〉
　認知症地域支援推進員の山下です。もの忘れなどがある人やそのご家族に、
電話や訪問をしてお話を聞き、認知症によって病院の受診が困難な人への支
援を行っています。
　山鹿市には、認知症について勉強した『認知症サポーター』が 10,398 人
います。サポーターの皆さんは、認知症について啓発活動をしたり、介護をし
ているご家族の相談を聞いたりしています。

　認知症は早期発見が大切です。『家族が最近同じことを何度も言う』『日常生活での失敗
が増えた』『ささいなことで怒りっぽくなった』など、気になる症状がある場合は地域包括支援
センターへお電話ください。また、介護に関することもご家族だけで抱え込まず、早めにご相談
ください。
　地域包括支援センターでは、認知症を知っていただくための出前講座（認知症サポーター
養成講座）も実施しています。どうぞお気軽にご連絡ください。

〈相談〉
　義母が認知症になりました。畑仕
事が大好きな義母ですが、よその畑
で作業をするので、嫁の私に苦情が
集中します。介護で毎日大変なのに、
偏見や周囲に理解してもらえず、疲れ
果ててしまいました。

〈私の場合〉
　私の義父が認知症になったとき「嫁の
世話が悪いせいだ」と言われて泣きました。
でも、近所の人が「いつでも愚痴をこぼし
に来てね」と言ってくれて、気持ちが明るく
なりました。きっと理解してくれる人がご近
所にいると思いますよ。

①介護予防（健康づくり）を推進します
介護保険の認定の有無に関係なく、自分らしい
生活の継続をサポートします。

②高齢者の権利を守ります
　虐待や、悪質な訪問販売などによる被害拡大
を防止します。認知症等により判断能力の低下し
ている人を支援します。

③様々な相談に専門職が連携して対応します
　高齢者の生活全般に関する相談、本人や家
族・地域の人からの相談に主任ケアマネジャー・
保健師・社会福祉士などの専門職が連携して対
応します。

Q.　�相談内容が他の人に知られてしまうこと
はありませんか？

A.　�地域包括支援センターの職員は、法律
により秘密を守る義務が課せられていま
す。また、支援に必要な関係者に対して
情報提供してもよいかどうか、あらかじめ
本人に同意を得るようにしています。

Q.　�介護以外の相談でも受け付けてくれるの
でしょうか？

A.　�地域の関係機関を紹介したり、情報提
供を行うなどさまざまな相談に適切な対
応を行うようにしています。

自分たちだけで悩まずにご相談ください
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QR コード
＊ 掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取

り決めによる漢字を使用しています（広聴広報係）

おいしか

応募時に３歳までのお子さんを
紹介するコーナーです

掲載を希望する人は、写真とメッセージ・住所・氏名・
生年月日を書いて、山鹿市役所秘書課へ郵送するか
持参してください。

♡メッセージ
ゆうちゃん（兄）大きくなったら
一緒にあそぼうね

（H22.3.1 生まれ）
山鹿（山鹿）

　 あさの　　ゆうしゅん

淺野　夢駿ちゃん
（H24.6.27生まれ）

山鹿（山鹿）

　  あさの　　　ゆめと

淺野　夢翔ちゃん

　

荒
木
食
品
で
は
、
山
鹿
産
の
材
料

に
こ
だ
わ
っ
た
無
添
加
の
ま
ん
じ
ゅ

う
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

味
噌
ま
ん
じ
ゅ
う
は
、
皮
に
山
鹿

産
の
み
そ
を
た
っ
ぷ
り
使
用
し
「
に

お
い
ま
で
お
い
し
い
」と
評
判
で
す
。

　

金
柑
ま
ん
じ
ゅ
う
は
、
鹿
央
町
産

の
糖
度
の
高
い
金
柑
を
使
っ
て
い
ま

す
。
冬
の
間
し
か
取
る
こ
と
の
で
き

な
い
金
柑
の
味
を
１
年
中
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

荒
木
食
品
の
商
品
は
、
山
鹿
の
物

産
館
や
道
の
駅
だ
け
で
な
く
全
国
の

ス
ー
パ
ー
な
ど
か
ら
も
注
文
が
あ

り
、
山
鹿
の
味
を
全
国
に
広
げ
て
い

ま
す
。

荒木食品
増田　正寿さん

荒
木
食
品

倶楽部
すくす

く

山
鹿
ブ
ラ
ン
ド

商
品
紹
介

コ
ー
ナ
ー

【
味
噌
ま
ん
じ
ゅ
う
】

【
金
柑
ま
ん
じ
ゅ
う
】

【
い
き
な
り
ま
ん
じ
ゅ
う
】

【
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
】

♡メッセージ
なるの笑顔はみんなの幸せ、
なるの成長はみんなの夢だョ♡

（H24.4.2 生まれ）
中（山鹿）

　おおにた　　　  なるみ

大仁田　成海ちゃん

☎
36
‐
２
０
７
７

♡メッセージ
じいちゃん、ばあちゃん
いつもありがとう

■人の動き
人口 24 人減りました 55,963 人
男性 10 人減りました 26,292 人
女性 14 人減りました 29,671 人
世帯数 2 世帯増えました 21,331 世帯
〜14歳 12.0 ％ 6,733 人
15歳〜64歳 56.7 ％ 31,734 人
65歳〜 31.3 ％ 17,496 人

２月末現在 (増減は前月末比 )

あ
と
が
き

♬
市
内
の
５
小
学
校
が
３
月
で
閉
校

し
ま
し
た
。各
学
校
の
記
念
式
典
に

は
、保
護
者
や
た
く
さ
ん
の
卒
業
生
が

参
加
し
て
、母
校
の
閉
校
を
惜
し
み
な

が
ら
同
窓
生
や
知
人
と
旧
交
を
温
め

て
い
ま
し
た
。♬
閉
校
す
る
学
校
に
、

私
の
祖
父
が
勤
務
し
た
学
校
が
あ
り
、

当
時
の
卒
業
写
真
に
祖
父
の
姿
が
あ

り
ま
し
た
。祖
父
の
教
え
子
た
ち
は
、

「
先
生
に
は
た
い
ぎ
ゃ
お
ご
ら
れ
た
、

打
た
れ
よ
っ
た
も
ん
な
ぁ
ー
」と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
。で
も
、話
す
姿
は
、と
て

も
楽
し
そ
う
で
、今
で
は
懐
か
し
い
思

い
出
の
よ
う
で
す
。私
に
と
っ
て
は
と

て
も
優
し
い
祖
父
で
す
が
、教
え
子
に

と
っ
て
は
と
て
も
怖
い
先
生
だ
っ
た

よ
う
で
す
（
笑
）　　
　
　
　

���（
卓)

　

山
鹿
ブ
ラ
ン
ド
は
、
特
産
品
や
加
工
品
に

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
つ
け
て
山
鹿
を
Ｐ
Ｒ
す
る

も
の
で
、
山
鹿
経
済
振
興
委
員
会
が
承
認

し
て
い
ま
す
。　
　
　

問
☎
46
‐
２
１
４
１


